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図 1 方向 ･方面を案内する標識の例

か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
も
ル
ー
ル
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
1
;
耳
目
、淋
妻
妾
B
um右
o唐
唐
益鳥
盟筥
凄
8
B
舜
赳
"
□
異
母
盛
鱒g
I医
塒

※
2
,.片
目
)ミ
モ
超
そ
･日
-督
旛
o｣℃"
op慕
の-鶴
}隣
接戦く
g
b巴
"
E
S
廿
日
】

…

は
じ
め
に

自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
、
大
き
な
交
差
点
に
設

置
さ
れ
て
い
る
方
向

･
方
面
を
案
内
す
る
標
識

(図
1
)

に
、
自
分
の
行
き
た
い
と
こ
ろ
が
表
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
経
験
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

何
故
あ
る
地
名
が
表
示
さ
れ
、
別
の
地
名
は
表
示
さ
れ
て

い
な
い
の
か
と
疑
問
を
持
た
れ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。図

1
の
よ
う
な
案
内
標
識
に
表
示
さ
れ
る
地
名
は
、
一

定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
理
由
は

大
き
く
二
点
あ
り
、
一
点
目
は
案
内
標
識
に
と
っ
て
見
や

す
さ

(視
認
性
)、
わ
か
り
や
す
さ

(識
別
性
)
が
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
板
面
を
簡
素
化
す
る
た
め
地
名
を
限
定

し
て
表
示
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
二
点
目
は
道
路
を
管

理
し
て
い
る
主
体
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
と

様
々
で
あ
り
、
各
主
体
が
ば
ら
ば
ら
に
地
名
を
選
定
し
た

場
合
、
表
示
さ
れ
る
地
名
が
連
続
し
な
い
た
め
非
常
に
わ

か
り
に
く
い
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
共
通
の
ル
ー
ル
に

依
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。

一
方
、
こ
の
ル
ー
ル
を
知

っ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
極

め
て
少
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
地
名
に
よ
る
案
内
を
よ

り
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、
ル
ー
ル
の
周
知
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
て
い
ま
す

(平
成
エ
ハ

年
一
二
月

｢わ
か
り
や
す
い
道
路
案
内
標
識
に
関
す
る
検

討
会
｣
提
言

(※
1
))。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
末
よ
り
道
路
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(※
2
)
に
お
い
て
、
案
内
標
識
へ
の
地

名
の
表
示
ル
ー
ル
及
び
表
示
さ
れ
る
地
名
の
一
覧
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
更
な
る
周
知
が
必
要
で
あ
る
こ
と



二

表
示
さ
れ
る
地
名

表
示
さ
れ
る
地
名
は
都
道
府
県
毎
に
定
め
ら

れ
て
お
り
、
平
成
一
八
年
三
月
末
時
点
に
お
い

て
は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
地
名
は

道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
変
更
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
変
更

内
容
が
道
路
利
用
者
に
周
知
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

表
1
に
お
い
て
は
、
基
準
地
、
重
要
地
、
主

要
地
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
一
般
地
を
加
え

た
四
つ
の
ラ
ン
ク
の
地
名
に
よ
り
、
案
内
標
識

に
表
示
す
る
地
名
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

(表

2
)。
な
お
、
一
般
地
は
地
名
数
が
多
い
た
め
、

表
1
に
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
表
示
地
名
が

四
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
類
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
指
す
目
標
地
ま
で
の
距
離
に

よ
っ
て
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
長
距
離
ト
リ
ッ
プ
が
多
い
一
般
国

道
で
は
主
に
基
準
地
、
重
要
地
が
、
短
距
離
ト

リ
ッ
プ
が
多
い
一
般
都
道
府
県
道
で
は
主
に
主

要
地
、
一
般
地
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す

(詳
細
は

｢三

表
示
ル
ー
ル
｣
で
記
述
)。

例
え
ば
、
鹿
児
島
県
の
表
示
地
名
を
地
図
に
記

す
と
図
2
の
よ
う
に
な
り
、
目
標
地
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

表 1 各都道府県において表示される基準地 ･重要地 ･主要地一覧
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野約馬県

前橋、高崎 桐生、渋川、高崎、沼田、
前橋、草津

安中、赤城山、伊勢崎、月夜野、富
岡、中之条、長野原、藤岡、松井
田、水上、館林、太田、猿ケ京、伊
香保、尾瀬、大間々

埼玉県く

さいたま、春日部 J =趣、
熊谷、秩父、草加、所沢、
東松山

入間、上尾、桶川、岩槻、川口、小
川、行田、加須、越谷、久喜、鴻
巣、蓮田、坂戸、飯能、深谷、戸
田、三郷、長瀞、羽生、本庄、寄
居、幸手、狭山、川島、日高、菖
蒲、和光、栗橋、富士見、小鹿野、大宮、浦和

千葉県

′ ‐

柏、木更津、千葉、成旧 市原、市川、勝浦川嶋川、佐倉、香
取、東金、館-｣｣、成田空港、野田、
船橋、松戸、茂原、八千代、匝瑳、
四街道、浦安、銚子

礬
束泉 浅草橋、池袋、上野、五

反田、新宿、渋谷、品川、
巣鴨、日本橋

赤羽、青戸、荻窪、赤羽橋、蒲田、
板橋、飯田橋、大森、大原、王子、
羽H±f、日比谷、東中野、本郷、馬
込、丸子橋、三宅坂、目白、四谷、
目黒、谷原、六本木、信濃町、砂
町、千住、瀬田、高井戸、辰巳、高
田馬場、戸田橋、等々力、成増、半
蔵門、初台、晴海、亀戸、上馬、葛
西、亀有、銀座、言間橋、高円寺、桜田門、大崎、三軒茶屋、新橋、四
ツ木、西新井、三表輪、南砂、芝公
園、市川橋、祝田橋、永代橋、恵、比
寿、大久保、大手町、御徒町、駒形
橋、駒沢、笹目橋、水道橋、溜池、豊洲

八王子 秋川、五日市、あきる野、青梅、奥
多摩、数馬、清瀬、狛江、小平、立
川、高尾、西東京、多摩ニュータウ
ン、調布、拝島橋、東村山、檜原、府中、町田、瑞穂、三鷹、福生

神奈川県 =
･

一厚木、小田原、相模原、横須賀
伊勢原、江の島、鎌倉、茅例崎、津
久井、秦野、箱根、藤沢、松田、三
崎、大和、湯河原、平塚、相模湖

横浜 磯子、市ヶ尾、新横浜、金沢、桜木
町、綱島、鶴列‘筆、鶴見、戸塚、長
幸田、東神奈川、保土ケ谷、関内、部鳥町

=崎 ｣･杉、登戸、満月

新潟県
新潟 村上、新潟、長岡、上越、糸魚川、南魚沼、三条、十日町

新発田、燕、見附、川口、魚沼、小
千谷、湯沢、柏崎、妙高、五泉

富山県 富山 魚津、富山、高岡、砺波 期日、黒部、滑川、立山、射水、氷
見、小矢部、南礪

石川県 金沢 J･松、金沢、七尾、輪島 加賀、白山、津幡、珠洲、穴水、羽
咋、中能登

福井県 福井 福井、敦賀 鯖江、勝山、大･野、武生、小浜、あ
わら

山梨県

ロ府 大月、甲府、韮崎、富士
吉田

箇吹、北本土、昭和、上野原、塩山、勝沼、富士河口湖、南部、丹波山、道志、身延、小淵沢、都留、山梨、本栖、山中湖、甲斐、南アルプス、鰍沢

長野県

長野、杉装本 飯田、上田、小諸、塩尻、
諏訪、長野、松本

飯山、伊那、岡谷、ノG I鼠斗怪井沢、
上高地、木曽、南木曾、駒ヶ根、千
曲、佐久、信州新町、信濃町、志賀
高原、須坂、茅野、中野、野沢温
泉、白馬、富士見、安曇野、菅平、白樺湖、辰野、東御

岐阜県
皮卓 岐阜、高山、大垣、美濃

りu茂、多治見
関、中津川、各務原、羽島、可児、土岐、瑞浪〉恵那、美濃、郡上、下
呂、関ケ原、瑞穂、山県、本巣、海
津、飛騨、白川郷

、出“二 ｢̂ ^^ 【̂( [



静岡県
者争闘 静岡、浜松、沼津 三島、富士、島田、掛川、下田、伊

東、熱海、伊豆市、御殿場、富士
宮、焼津、御前崎、磐田J Il根本町

愛矢n県

名古屋 名古屋" 豊橋、豊田 瀬戸、春日井、小牧、一宮、犬山、
弥富、半田、東海、常滑、師崎、岡
崎、西尾、安城、知立、豊川、蒲
郡、伊良湖岬、新城、清須、飛島、
豊明、高浜、大府、東山公園、大曽
根、名古屋城、栄、鶴舞公園、名古
屋駅、金山、瑞穂運動場、熱田神
宮、名古屋港、金城ふ頭

三重県 津 洋へ四日市、伊勢、尾鷲、
伊賀、松阪

桑名、鈴鹿、亀山、名張、鳥羽、熊
野、大･台、志摩

滋賀県 大洋. 大津 甲賀、栗東、草津、近江八幡、東近
江、彦根、米原、長浜、高島

京都【府

京剤‘ 福知山、舞鶴 官滓、綾部、京丹波、亀岡、宇治、
木津、京丹後

京都、堀川五条 山科東野、東山五条、河原町五
条、烏丸五条、京阪国道口、横大
路、西大路五条、千代原口、西大
路九条、九条河原町、観月橋、岡
崎、高野、東山丸太町、祇園、下
鴨、烏丸丸太町、四-胚烏丸、堀川
北大路、四条堀川、金閣寺、円町、
西院、嵐山、堀川丸大入町、烏丸北
大路、京北

大阪府

大阪 大阪 池田、箕面、豊中、高槻、茨木、吹
田、摂津、枚方、寝屋川、守口、門
真ト大東、四條畷、東大阪、八尾、
柏原、松原、藤井寺、富田林、河内
長野、美原、狭山、堺、泉大津、岸
和田、貝塚、泉佐野、泉南、阪南、
岬

大阪期く、梅田新道、難
波、天王寺駅、大阪港、
南港、深江橋

大和田西、歌島橋、十三、新大阪
駅、長柄橋北詰、上新庄、今市、関
目、蒲生4、都島本通、天神橋6、
南森町、天満橋、淀屋橋、野田阪
神、桜島、弁天町駅、本町、森之宮
駅前、今里ハ上本町6、茎奏町、大正
橋、北津守、花園北、枕全、流町
1、大連橋、浜n、長居、瓜被、長
古長原

兵庫県

神戸 神戸、姫路、豊岡、洲本 尼崎、西宮、芦屋、伊丹J ll西、宝
塚、= 田、篠山J羽度、西脇、加
東、小野、二木、明石、加古川、高
砂、加西、福崎、宍粟、たつの、相
生、赤穂、佐用、朝来、養父、出
石、城崎、香美、新温泉、淡路、南
あわ Q 多可、神河

三晨目 神戸駅、箕谷選申出、有馬、西神
一ユータウン、六甲山

奈良県
奈良 奈良、大和郡山、天理、

橿原、大和高田、五條
桜井、王寺、大淀、十津川、針･、明
ロ香、葛城、宇陀、生駒、香芝、御
所、奈良公園、斑鳩

禾謳歌山県

和歌山 和歌山、田辺、新宮 橋本き毎南、有田、御坊、白浜、串
本、那智勝浦、オに富、高野、費富げ"、
岩出、みなべ、日高川、紀の川、有
田川、湯浅、広川、印南

鳥取県 鳥取 米子、倉吉、鳥取 場梨浜、智頭、境港、八頭、岩美、
せす朝、江府、若桜、日野、北栄

島根県
松江{ 湧箕田 出雲、益田、大田、松江、

浜田
江津、津和野、古賀、雲南、奥出
雲、川本、宍道、安来

岡山県
岡山 渇斑L-、新見、岡山 倉敷、玉野、笠岡、美作、井原、総

社、高梁、備前、真庭、児島、吉備
中央

広島県

広島 広島、福山、三次 可部、呉、三原、庄原J羅道、東広
島、東城、竹原、大竹、安芸太田、
世羅、廿日市 J符中※、因島、江田
島、安芸高田、海田、宮島口、広島
空港 隊は佃後地域の府中を指し
ます。)



山口県く
l、関 山口、宇部、周南、岩国、

萩、下関
徳地、柳井、光、小郡、鹿野、秋芳
洞、防府、長門、山陽小野田、玖
珂、美祢、特牛、熊毛、須佐

ね恵島県

ね恵鳥 徳島、三好市、つるぎ 鳴門、北島ゾーl鳥、吉野川市、神
山、阿南、小松島、上勝、那賀、海
陽、菱波、石井、大歩危、阿波市、美馬、木屋平、剣山、県庁丁、徳島空
港、山川

香川環処

高杉公 高松 引田、津田、高松空港、坂出、丸
亀、多度津、琴平、観音寺、普通
寺、長尾、塩江、まんのう、土庄、福
田、東かがわ市、古ぬき市、詫間、三豊、豊浜、綾川町〉綾歌、財田、小豆島町、高松駅

愛媛県

松山、今治、
宇和島

松山、今治、宇和島、西
条、大洲

ご島、新宮、新居浜、玉川、北条、東温市、松山港、松山空港、伊予
市、久万高原町、内子、長浜、肱
川、四国力ルスハ八幡浜、宇和、
野村、鬼北、愛南、別子山、保内、津島、西予市J Il之江、小松、四匡
中央市、三崎港、小田、県庁

高知県

高知、室戸、
四万十市

!高知、室戸、四万十市、
須崎、足摺岬

中浦、二又、奈半利、安芸、香美、
高知龍馬空港、南国、本山、大川、上八川、長沢、いの、柱浜、澤野、仁ハ 土佐市、宇佐、佐川、船戸、
檮原、新田、四万十町、土佐清水、三原、竜串、宿毛、大月、馬路、大
豊、室戸岬、野根、安田、赤岡、越
知、平田、仁淀川町、領石通まりま
や橋、高知県庁、香南

福岡県

福岡、北九
州

福岡、ク･詔米、大牟田、
飯塚

大川、柳川、八女、筑後、朝倉、小
郡、筑紫野、春日、大野城、藤麻、
田川、直方;宗像、中間、太宰府、
行橋、豊前、古賀、宮若、前原、う
割ま、福滓

]と九州･- 門司、小倉北、小倉南、戸畑、八幡
西、若松、八幡東

佐賀県 佐賀 唐津、鳥栖、武雄へ佐賀 多久、伊万里、鹿島、小城、神崎、嬉野
長崎県 長崎 佐世保、諫早、島原、大

村、長崎
平戸、松浦、雲仙、東彼杵、西海

熊本県
熊本 八代、人吉、水俣、大草へ

宇土、熊本、荒尾
玉名、山鹿、牛深、芋城、菊池、和
水、南関、長洲、植木J阿蘇、御
船、山都、鏡、芦北、湯前、上天
草、合志

大分県 大分 中津、日田、佐伯、大分、
宇佐、別府

ヨ出、豊後大野、竹田、国東、臼
年、豊後高肝、杵築、由布

宮崎県
宮1崎 部城、延岡、日南、小林、

宮崎
日向、串間、西都、えびの、田野、
高原、高鍋、高千穂、青島、鵜戸、
椎葉隻

鹿児島県
力篦児島 DJGM~ いちき串木野、阿ク･根、川水、大

ロ、指宿、南きつま、きつま、加治
木、湧水、志布志、垂水、日置、曽
旅、大隅 岩月D

沖縄県
那覇、名護 辺戸岬、沖縄、那覇、名

護、海洋博公園
平和祈念公園、窕5ま、糸満、与那
原、嘉手納、恩納、東、大宜味、具
志頭、那覇空港、知念、海中道路、首里城公園、残波岬

原、嘉手納、恩納、乍
志頭、那覇空港、知,
首里城公園、残波岬



表 2 案内標識に表示する地名の構成

区分 候補となる地名
表示される地名の例

(愛知県の場合)

①基準地 重要地の中の特に主要な都市。概ね 1県 1都市。 名古屋

②重要地 県庁所在地、政令指定都市、地方生活圏の都市など。 名古屋、豊橋、豊田

③主要地 二次生活圏の中心となっている市や町など。
瀬戸、春日井、小牧、

一宮、犬山など

④一般地 ②、③以外の市町村、その他沿道の著名な地点など。
碧南、汪南、刈谷、
知多、長久手など

(注) 生活圏とは、地域を階層的な圏域 (一次生活圏、二次生活圏、地方生活圏) に区分したものであり、
各圏域については以下のような構成を標準としています。

一次生活圏…役場、診療所、集会所、小中学校等基礎的な公共公益的施設を中心部に持ち、それらの
サービスが及ぶ地域。圏域範囲は半径4 ~ 6 km程度。
高度の買い物ができる商店街、専門医をもつ病院、高等学校等を中′
かの一次生活圏から構成される地域。圏域範囲は半径6 ~ 1o km程度。
総合病院、各種学校、中央市場等の広域利用施設を中心部に持ち、し
圏から構成される地域。圏域範囲は半径20 ~ 3 0 km程度。

二次生活圏…高度の買い物ができる商店街、専門医をもつ病院、高等学校等を中心部に持ち、いくつ
かの一次生活圏から構成される地域。圏域範囲は半径6 ~ 1o km程度。

地方生活圏…総合病院、各種学校、中央市場等の広域利用施設を中心部に持ち、いくつかの三次生活

熊本県

宮崎県
　　

　　

　
ず対校ぜの

薩摩jll内

(割-l)

志布志
O

図 2 鹿児島県の表示地名



な
る
た
め
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。

表4 道路の分類と表示する地名との関係

道路の分類
用いる地名 重要地 主要地 一般地

主要幹線道路 ◎ ○

幹線道路 ◎ ◎ ○

補助幹線道路 ◎ ◎ ◎

◎…第 1ランク (原則として用いる地名)
0 …第 2ランク (2 地名表示の場合に用いる地名)

1

1
0
5
系
及
び
1
0
8
系
へ
の
地
名
表
示
ル
ー
ル

ト
リ
ッ
プ
の
性
質
に
よ
り
表
示
す
べ
き
地
名
の
ラ
ン
ク

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
般
道
路
を
大
き
く
三
つ
の
分
類

に
分
け
て
、
表
示
す
る
地
名
を
定
め
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
道
路
を
表
3
の
よ
う
に
分
類
し
、
こ
の
分
類
に
従

っ
て
、
各
分
類
と
表
示
す
る
地
名
と
の
関
係
を
表
4
の
と

お
り
定
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
主
要
幹
線
道
路
に
該
当

す
る
国
道
に
お
い
て
は
、
重
要
地
が
第
一
ラ
ン
ク
、
主
要

三

表
示
ル
ー
ル

一
般
道
に
お
い
て
地
名
が
表
示
さ
れ
る
案
内
標
識
は
大

き
く
三
種
類
あ
り
、
1
0
5
系

(図
3
)
、
1
0
6
系

(図
4
)、
1
0
8
系

(図
5
)
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
｢道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示

に
関
す
る
命
令
｣
(昭
和
三
五
年
総
理
府

･
建
設
省
令
)

に
定
め
ら
れ
た
標
識
の
分
類
に
依
る
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
、
1
0
5
系
と
1
0
8
系
は
表
示
ル
ー
ル
が
共

通
し
て
お
り
、
一
方
、
1
0
6
系
は
こ
れ
ら
の
標
識
と
は
異

表3 道路の分類

主要幹線道路 派蛔盈樅醐
路總猜撻幇糀翻

圏
路

市
道

都
速

大
高

幹線道路 で路旛巍主,と道
路

国
道筋邦

以
完灘線路幹

道
要
線

主
幹

に
要

主
主

補助幹線道路 るす完補路道線幹でど賤
ル付趙慨に路主

道

f08系案内標識 106系案内標識 図 3 105系案内標識



地
が
第
二
ラ
ン
ク
と
な
り
ま
す
。

各
道
路
に
設
置
さ
れ
る
案
内
標
識
に
表
示
す
る
地
名
に

つ
い
て
は
、
道
路
の
方
向
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
地
名

と
し
て
は
、
当
該
道
路
の
分
類
に
応
じ
た
第
一
ラ
ン
ク
の

地
名
の
う
ち
最
も
近
い
地
名
を
表
示
す
る
こ
と
が
原
則
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
主
要
幹
線
道
路
、
幹
線
道
路
の

案
内
標
識
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
地
名
が
表
示
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
こ
の
場
合
、
左
側
が
最
も
近
い
第
一
ラ
ン
ク

地
名
、
右
側
が
最
も
近
い
第
二
ラ
ン
ク
地
名
と
な
り
ま
す

(図
6
)。
た
だ
し
、
最
も
近
い
第
一
ラ
ン
ク
地
名
が
最
も
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近
い
第
二
ラ
ン
ク
地
名
よ
り
も
近
く
に
あ
る
場
合
は
、
右

側
が
最
も
近
い
第
一
ラ
ン
ク
地
名
、
左
側
が
そ
の
次
に
近

い
第
一
ラ
ン
ク
地
名
と
な
り
ま
す

(図
7
)。

ま
た
、交
差
し
て
い
る
道
路
上
に
あ
る
地
名
と
し
て
は
、

進
行
方
向
上
に
沿
っ
た
も
の
と
同
様
、
交
差
道
路
の
分
類

に
応
じ
た
第
一
ラ
ン
ク
の
地
名
の
う
ち
、
最
も
近
い
地
名

を
表
示
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2

1
0
6
系
へ
の
地
名
表
示
ル
ー
ル

1
0
6
系
の
案
内
標
識
は
長
距
離
ト
リ
ッ
プ
の
多
い
主

要
幹
線
道
路
に
主
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に

は
、
基
準
地
、
最
も
近
い
第
一
ラ
ン
ク
地
名
、
最
も
近
い

第
二
ラ
ン
ク
地
名
の
三
段
表
示
と
な
り
ま
す

(図
8
)。

こ
れ
ら
1
、
2
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
地
名
の
表
示
例

を
図
9
に
示
し
ま
す
。

四

地
名
選
定
プ
ロ
セ
ス

案
内
標
識
に
表
示
さ
れ
る
地
名
は
既
に
表
1
の
と
お
り

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
道
路
の
開
通
に
よ
る
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
や
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
伴
い
、
適
切
に
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
図
鮑
の
手
続
き
に
従
っ
て
、
適
宜
変
更
さ
れ
ま
す
。

五

ま
と
め

案
内
標
識
に
表
示
す
る
地
名
に
つ
い
て
は
、
各
道
路
管

理
者
に
お
い
て
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
最
大
限
満
た
せ

図 7 108系に 2 つの地名が表示される例
(ケース 2 )

　　　　　　　
(第鴦ランク)

最も近い鱗要地
(第也ランク)

図 6 108系に 2 つの地名が表示される例
(ケース 1 )

最も近い童誣趨
　　　　　　　

　　　　　　　
を2ランク)
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套“- 市町村境界

る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
表
示
で

表
示
す
る
地
名
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
表
示
ル
ー
ル
そ
の

き
る
地
名
の
数
に
限
度
が
あ
る
た
め
、
道
路
利
用
者
に
表

も
の
に
つ
い
て
も
不
断
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

示
ル
ー
ル
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
わ
か
り
や
す
い
遣

ら
、
自
動
車
を
運
転
し
て
い
て
気
に
な
っ
た
表
示
地
名
、

路
案
内
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

案
内
が
わ
か
り
に
く
か
っ
た
地
域
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ま
た
、
一
方
で
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、

改
善
意
見
を
標
識
B
O
X

(※
3
)
(道
路
標
識
に
関
す

※ 直進方向の地名の表示例をしたものであるため、 交差方向の地名表示はしていません。

図 9 案内標識での地名表示例
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に
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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長
野
県
が
認
定

県
産
間
伐
材
を
利
用
し
た

｢信
州
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
｣

j
美
し
い
信
州
の
道
路
景
観
形
成
に
向
け
て
i

長
野
県
土
木
部
道
路
課
安
全
防
災
係

一

は
じ
め
に

長
野
県
は
、
平
成
一
五
年
度
に
従
来
型
の
発
想
か
ら
脱

却
し
、
新
た
な
長
野
県
を
創
る
た
め
の
県
事
業
で
あ
る

｢長
野
モ
デ
ル
｣
創
造
枠
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
｢信
州

型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
開
発
事
業
｣
を
実
施
し
、
県
産
間

伐
材
を
使
っ
た
三
タ
イ
プ
の
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
つ
い

て
、
県
内
企
業
と
の
共
同
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の

開
発
は
、地
方
自
治
体
と
し
て
は
初
め
て
の
取
組
み
で
す
。

今
後
全
国
的
な
利
用
を
促
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
、
信
州
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト
と
開
発
事

業
に
つ
い
て
の
概
要
及
び
設
置
の
状
況
に
つ
い
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二

信
州
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
メ
リ
ッ
ト

ー

観
光
地
な
ど
の
良
好
な
道
路
景
観
形
成

平
成
一
六
年
度
か
ら
、
観
光
地
へ
通
じ
る
国
県
道
を
中

心
に
信
州
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
重
点
的
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
平
成
一
六
年
度
に
新
設
さ
れ
た
国
土
交
通
省
の

｢景
観
形
成
事
業
推
進
費
｣
の
採
択
も
い
た
だ
き
、
県
内

外
か
ら
の
観
光
客
の
皆
様
な
ど
か
ら

｢景
観
に
良
く
調
和

し
て
い
る
｣と
の
ご
意
見
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

2

県
産
間
伐
材
の
需
要
の
増
大

本
県
で
は
、
森
林
整
備
を
新
し
い
公
共
事
業
と
位
置
付

け
て
、
重
点
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
三
一年
度
と

比
べ
て
一
五
年
度
に
は
、森
林
整
備
予
算
は
一
･
五
倍
増
、

間
伐
面
積
は
一
･
八
倍
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

信
州
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
年
間
八
〇
万
頭

(平

成
一
五
年
度
実
績
)
発
生
す
る
間
伐
材
を
有
効
に
利
用
で

き
る
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

写真 1 国道146号 軽井沢町



3

環
境
保
全
に
寄
与
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

県
産
材
の
利
用
と
森
林
整
備
の
充
実
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
と
し
て
の
削
減
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。
信
州
型
木

製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
様
々
な
業
種
の
企
業
が
参
画
し
て

開
発
さ
れ
ま
し
た
。

美
し
い
景
観
を
創
り
、
地
球
環
境
を
守
る
二
一
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。

2

防
護
柵
の
設
置
基
準
の
改
定

｢防
護
柵
設
置
基
準
｣
は
平
成
一
〇
年
に
改
定
と
な
り
、

車
両
の
大
型
化
並
び
に
地
域
特
性
や
景
観
に
配
慮
し
た
防

護
柵
へ
の
多
様
な
要
望
な
ど
か
ら
、
従
来
の
仕
様
規
定
か

ら
性
能
規
定
へ
と
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

従
前
は
鋼
製
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
防
護
柵
に
、
木

製
の
も
の
で
も
性
能
を
満
た
せ
ば
設
置
が
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

成果取りまとめ

2

事
業
の
流
れ

今
回
の
事
業
は
、
開
発
を
す
る
意
欲
の
あ
る
民
間
企
業

を
募
集
し
、
有
識
者
、
研
究
者
な
ど
か
ら
な
る
技
術
審
査

委
員
会
の
助
言
な
ど
を
受
け
つ
つ
、
長
野
県
と
共
同
で
開

発
を
進
め
た
の
ち
、
衝
突
試
験
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

長
野
県
か
ら
企
業
に
対
し
て
補
助
金
を
出
す
と
い
う
仕
組

み
で
進
め
ら
れ
ま
し
た

(図
1
)。

三

開
発
の
背
景

1

長
野
県
に
お
け
る
森
林
の
現
状

本
県
は
、
約
八
割
が
森
林
で
、
そ
こ
か
ら
生
産
さ
れ
る

木
材
は
、
昭
和
五
〇
年
度
に
は
約
一
〇
〇
万
証
あ
っ
た
の

で
す
が
、
安
い
輸
入
材
に
押
さ
れ
た
結
果
、
平
成
一
三
年

度
に
は
約
二
六
万
証
と
約
四
分
の
一
程
度
ま
で
落
ち
込
ん

で
い
ま
す
。

森
林
の
う
ち
、
約
四
四
万
m
は
人
工
林
で
、
戦
後
の
荒

廃
森
林
の
復
旧
や
造
林
拡
大
等
に
よ
り
造
成
さ
れ
、
現
在

そ
の
多
く
が
間
伐
等
の
手
入
れ
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
林
業
関
係
者
な
ど
に
よ
り
間
伐
の

推
進
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成

一
三
年
度
に
伐
採
さ
れ
た
間
伐
材

(約
三
六
万
雲

の
う

ち
、
使
わ
れ
て
い
る
も
の
は
二
三
%

(約
八
万
m
)
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
、
間
伐
材
の
価
格
が
低
い
こ
と
や
、

用
途
が
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
主
な
原
因
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

四

開
発
事
業
の
概
要

1

開
発
対
象
の
仕
様

信
州
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
は
、
構
成
す
る
主
た
る

部
材
に
カ
ラ
マ
ツ
等
の
県
産
間
伐
材
を
使
用
す
る
こ
と
を

主
な
要
件
と
し
て
掲
げ
、
｢防
護
柵
設
置
基
準
｣
に
定
め

る
性
能
を
満
足
す
る
防
護
柵
と
し
た
、
次
の
よ
う
な
特
徴

や
工
夫
を
有
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

①

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
寄
与
す
る
も
の

②

県
産
間
伐
材
を
使
用
す
る
も
の

③

廃
棄
後
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
循
環
型
社
会
構
築
に
寄

与
す
る
も
の

④

環
境
保
全
や
景
観
改
善
に
寄
与
す
る
も
の

⑤

新
た
な
県
内
産
業
の
育
成
に
よ
る
雇
用
創
出
に
寄

与
す
る
も
の

今
回
の
事
業
で
は
、
車
両
用
防
護
柵
で
路
側
用
C
種
を

開
発
し
て
い
ま
す
。

長 野 県
(部局横断的連携)携　　
部

技 術 審 査“くが メド濠楚々≧姿勢 発さ々べぶNY きざ

図 1 信州型木製ガードレール官民共同型開発フロー



今
回
の
事
業
で
は
、
平
成
一
五
年
六
月
に
募
集
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、

一
一
社
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
審
査
委
員
会
に
て
、
各
企
業
の
提
案
に
つ
い
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
信
州
型
と
し
て
開
発

す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
審
査
し
た
う
え
で
、

最
終
的
に
は
五
社
が
選
定
さ
れ
、
開
発
事
業
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

3

開
発
内
容

の

材
料
試
験
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

各
企
業
は
県
の
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
や
工
業
試
験
場
と

協
力
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
材
料
試
験
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
、
開
発
モ
デ
ル
の
改
良
を
し
ま
し
た
。

材
料
試
験
に
つ
い
て
は
、
各
企
業
の
材
料
を
長
野
県
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
、
主
に
木
材
を
使
っ
た
ビ
ー

ム
に
つ
い
て
の
曲
げ
試
験
を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
2
)。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
材
料
試
験
に
よ
り

求
め
ら
れ
た
材
料
特
性
を
も
と
に
、
大
型
車
の
衝
突
モ
デ

ル
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
再
現
し
、
静
的
及
び
動
的
な

変
形
や
応
力
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ

の
際
、
土
中
に
お
け
る
支
柱
の
強
度
を
表
現
す
る

方
法
と
し
て
、
支
柱
部
の
四
方
向
に
非
線
形
バ
ネ
を
一
0

0
硼
間
隔
で
設
定
し
た
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
、
解
析
を
実

施
し
ま
し
た

(図
2

･
3
)
。

土
木
部
局
に
所
属
す
る
職
員
が
、
か
つ
て
こ
の
よ
う
な

研
究
機
関
等
の
方
々
と
、
お
付
き
合
い
す
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
県
組
織
の
各
部
局
を
横
断

的
に
組
織
し
た

｢信
州
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
研
究
会
｣

を
作
り
、
事
業
は
精
力
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

②

衝
突
試
験
の
状
況

衝
突
試
験
を
行
う
施
設
は
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
国
土

技
術
政
策
総
合
研
究
所
の
中
に
あ
り
、
全
長
が
三
如
に
も

及
ぶ
広
大
な
敷
地
の
一
角
に
衝
突
実
験
施
設
が
あ
り
ま

す
。
衝
突
実
験
施
設
は
そ
れ
自
体
も
助
走
路
が
四
0
o
m

あ
っ
て
、
強
力
な
牽
引
施
設
に
よ
っ
て
車
両
を
高
速
で
引

っ
張
り
、
防
護
柵
に
車
両
を
ぶ
つ
け
て
そ
の
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
国
内
唯
一
の
施
設
で
す
。

衝
突
試
験
で
は
、
｢防
護
柵
設
置
基
準
｣
に
定
め
る
次

の
四
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
能
を
全
て

満
た
し
て
初
め
て
合
格
と
な
り
ま
す
。

写真2 材料試験 (ビーム曲げ試験)
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図 2 大型車衝突コンピュータシミュレーション



車
両
の
逸
脱
防
止
性
能

乗
員
の
安
全
性
能

写真3 乗用車衝突試験状況

③

車
両
の
誘
導
性
能

④

構
成
部
材
の
飛
散
防
止
性
能

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
木
製
と
す
る
場
合
、
木
材
の
曲
げ
剛

性
が
鋼
材
と
比
べ
て
高
く
変
形
し
に
く
い
た
め
、
衝
突
に

よ
る
衝
撃
を
吸
収
し
に
く
い
特
性
が
あ
り
、
逸
脱
防
止
性

能
と
乗
員
安
全
性
能
の
両
方
を
満
足
さ
せ
る
の
が
難
し
い

課
題
で
す
。

衝
突
試
験
は
、
先
行
企
業
が
平
成
一
五
年
三

月
か
ら

実
施
し
、
最
後
の
企
業
が
試
験
を
完
了
し
た
の
は
、
平
成

一
六
年
の
三
月
末
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
試
験
に
臨
ん
だ
三
社
と
も
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

(写
真
3
･
4
)。

そ
の
後
、技
術
審
査
委
員
の
方
々
の
認
定
審
査
を
経
て
、

② ①

五
月
末
ま
で
に
三
社
と
も
｢信
州
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
｣

と
し
て
認
定
さ
れ
、
開
発
事
業
は
成
功
裏
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

五

景
観
形
成
事
業
推
進
費
に
よ
る
事
業
促
進

平
成
エ
ハ年
度
に
お
い
て
、
他
の
自
治
体
等
に
先
駆
け

て
実
施
し
、
長
野
県
か
ら

｢信
州
型
｣
を
全
国
に
向
け
て

展
開
、
情
報
発
信
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
国

土
交
通
省
に
お
い
て
景
観
形
成
に
資
す
る
事
業
を
促
進
す

る
た
め
の

｢景
観
形
成
事
業
推
進
費
｣
が
創
設
さ
れ
た
た

め
、
さ
っ
そ
く
要
望
し
た
と
こ
ろ
採
択
さ
れ
、
事
業
を
促

進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六

課
題
と
対
応

信
州
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
課
題
は
、
価
格
が
通
常

写真4 大型車衝突試験状況

の
鋼
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
約
三
倍
ほ
ど
高
い
こ
と
で
す

が
、
各
社
の
努
力
と
設
置
延
長
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
徐
々
に
解
決
し
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
鋼
製
に
比
べ
寿
命
が
短
い
こ
と
も
課
題
で
す

が
、
本
県
で
は

｢木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
維
持
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
｣
を
定
め
、
定
期
的
な
点
検
に
よ
り
適
切
な
管
理
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

七

現
況
と
今
後
の
予
定

本
県
で
は
、
信
州
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
平
成
一
六

年
度
か
ら
一
人
年
度
に
か
け
、
約
一
六
如
ほ
ど
軽
井
沢
、

霧
ヶ
峰
、
安
曇
野
な
ど
県
内
の
主
な
観
光
地
へ
通
じ
る
道

路
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
長
野
県
に
お
越
し
の
際

は
是
非
ご
覧
下
さ
い
。
今
後
も
平
成
一
七
年
度
に
策
定
し

た

｢景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
｣

に
そ
っ
て
、
地
域
の
要
望
に
基
づ
き
、
設
置
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
県
土
木
部
で
は
、
設
計
仕
様
、
設
計
単
価
、

を
定
め
て
い
ま
す
の
で
信
舛
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
関

す
る
資
料
請
求
や
ご
意
見
、
ご
質
問
は
左
記
へ
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
土
木
部
道
路
課
安
全
防
災
係

電

話
…
○
二
六

(二
三
五
)
七
三
〇
三

F
A
X

…
0
二
六

(二
三
五
)
七
三
六
九

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　



グループ名 :ログガード協会
f 号型 :□グガードL G - C ー 4 E型 代表企業名 :㈱イーエムシー (長野市)

員糺 話 : 026‐25 6 9 170

2号型 : s T 型
企 業 名 :サク塗装㈱ (佐久市)
電 話 ; 0267‐68‐0734

　　　　　　　 　　　　　　　 　　

" ＼ "

3号型 :ウッドG r - P 型 代表企業名 港口光コンクリート工業㈱
グループ名 :木曽 ･大栄 ･和光信州型ガードレール研究グループ
代表企業名 :和光コンクリート工業㈱
電 話 : o982‐52 3 6 10 (宮崎県) o2645 24 7 14 (長野県内)

図 4

影 道行セ 2007.2

く構成〉
ビーム :スギ半割材 ( " 18cm、

鋼板付)、 2段
支 柱 :鋼管 4 m 間隔

く特徴〉
･支柱スパンが 4 m (木製では

初)
･既成の鋼管支柱を利用でき、
ビームのみの交換も可

･製品がスリムで狭い路肩でも
設置可

〈構成〉
ビーム :カラマツ角材 (15cm角、

補強丸鋼入)、 2段
鋼管(カラマツ角材オ
2 m 間隔

支 柱 :鋼管(カラマツ角材覆い)

･継手金具とビームが一体的に
連結

･既成の鋼管支柱を利用できる
･継手金具の自由度が高く、
がりに対応しやすい

婉胃◆114･3×4･6 .継手金具の自由度が高く、曲

〈構成〉
ビーム :カラマツ丸太

(" 18cm)、 2 段
支 柱 :鉄筋コンクリート製

く特徴〉
･先行開発実績があり、ノウハ
ウが豊富

･ 3 タイプの中で一番シンプル
な構造、 デザイン

･支柱が独自開発のコンクリ‐
ト製



匪圃

白馬周辺エリアミヘ
(国難17号
飯山市静間

　　
安曇野エリア

(一)豊科大天井岳線
安曇野市国営公園入口

こそ>

長 野･県

事
北信州エリア

軽井沢エリア

3

(国)18号
軽井沢町中軽井沢

2号型

(一)八島高原線
下諏訪町八島高原駐車場

宮地 ･乗鞍エリア 弐 箋霞遜瓱諺 瀞
　　　　

　
　　　　　　　　　　　 　　 　 　 　 　　　　　　　　

木冒路エリア〆
･ テ ミ、八ヶ岳西麓エリア

tさ
南信州エリア

(主)中津川南木曽線
南木曽町妻篭宿 (主)下條米川飯田線

飯田市千代

くさ 蘂 認 は、県内の主要な観光地、景観地を表し･ 信州型木製ガードレールを優先的に設置していますo

図 5 信州型木製ガードレールの主な設置箇所

《 ｢景観に配慮した防護柵整備マスタープラン｣ を策定》

道路の景色や街並みを見るとき、 また道路を外から見るとき、 あるいは一連の景

色の中に道路があるときに、 その境界にあるのが防護柵です。 このように地域に応

じた道路景観をつくっていくために防護柵の形や色彩は大切な要素のひとつになり
ます。
長野県では、 木製ガードレールを含めて ｢景観に配慮した防護柵整備マスタープ

ラン｣ を策定し、 これに沿って整備を進めてまいります。

道々テセ 2007.2 メタ



新
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
関
連
政
省
令
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

平
成
一
八
年
一
二
月
二
〇
日
に
、
新
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

定
め
る
省
令
(平
成
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
百
十
七
号
。

(高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関

以
下

｢占
用
省
令
｣
と
い
う
。)
に
関
係
規
定
が
設
け
ら

る
法
律
(平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
｢法
｣

れ
て
い
る
。

い
う
。))
の
施
行
に
併
せ
て
、
関
係
政
省
令
が
公
布

･

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
っ

也
行
さ
れ
た
。

て
い
る
。

す
る
法
律

(平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
｢法
｣

と
い
う
。))
の
施
行
に
併
せ
て
、
関
係
政
省
令
が
公
布

･

施
行
さ
れ
た
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の

円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令

(平
成
十
八
年
政

令
第
三
百
七
十
九
号
。
以
下

｢法
施
行
令
｣
と
い
う
。
)

の
一
部
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

(平
成
十
八
年
国
土
交
通
省

令
第
百
十
号
。
以
下

｢法
施
行
規
則
｣
と
い
う
。)
の
一

部
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
省
令

(平
成
十
八
年
国
土
交
通
省
令

第
百
十
六
号
。
以
下

｢構
造
省
令
｣
と
い
う
。)、
移
動
等

円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
占
用
に
関
す
る
基
準
を

【法
施
行
令
に
つ
い
て
】

○
第
二
条
関
係

法
第
二
条
第
九
号
に
お
い
て
特
定
道
路
と
は
、
｢移
動

等
円
滑
化
が
特
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
道

路
｣
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
特
定
道
路
と
し
て
の
要
件

に
つ
い
て
は
政
令
に
委
任
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

同
号
の

｢移
動
等
円
滑
化
｣
と
は
、
｢高
齢
者
、
障
害

者
等
の
移
動
又
は
施
設
の
利
用
に
係
る
身
体
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
移
動
上
又
は
施
設
の
利
用
上

の
利
便
性
及
び
安
全
性
を
向
上
す
る
こ
と
｣
(法
第
二
条

第
二
号
)
で
あ
る
が
、
道
路
に
お
け
る
｢移
動
等
円
滑
化
｣

と
は
、
歩
道
の
拡
幅
、
道
路
用
エ
レ
ベ
ー
タ
の
設
置
等
に

よ
り
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
道
路
の
移
動
に
係
る
身
体

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

｢移
動
等
円
滑
化
｣
が

｢特
に
必
要
な
｣

道
路
と
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
相
当
量
の
往
来
が
必

然
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
生
活
関
連
施
設

(高

(特
定
道
路
)

第
二
条

法
第
二
条
第
九
号
の
政
令
で
定
め
る
道
路
は
、

生
活
関
連
経
路
を
構
成
す
る
道
路
法

(昭
和
二
十
七

年
法
律
第
百
八
十
号
)
に
よ
る
道
路
の
う
ち
多
数
の

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
が
通
常
徒
歩
で
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
国
土
交
通
大
臣
が
そ
の
路
線
及
び

区
間
を
指
定
し
た
も
の
と
す
る
。



齢
者
、
障
害
者
等
等
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
お
い

て
利
用
す
る
旅
客
施
設
、
官
公
庁
施
設
、
福
祉
施
設
そ
の

他
の
施
設
)
相
互
間
の
経
路

(法
第
二
条
第
二
十
一
号
ロ

の
生
活
関
連
経
路
)
を
構
成
す
る
道
路
法
に
よ
る
道
路
の

う
ち
多
数
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
が
通
常
徒
歩
で

行
わ
れ
る
も
の
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
上
記
の
要
件
に
該
当
す
る
特
定
道
路
は
、
そ
の

路
線
及
び
区
間
を
明
確
に
特
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
大
臣
が
特
定
道
路
に
該
当
す
る
も

の
に
つ
い
て
指
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
法
施
行
令
第
二
条
に
お
い
て
は
、
こ
の

特
定
道
路
を

｢生
活
関
連
経
路
を
構
成
す
る
道
路
法

(昭

和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)
に
よ
る
道
路
の
う
ち
多

数
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
が
通
常
徒
歩
で
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
国
土
交
通
大
臣
が
そ
の
路
線
及
び
区
間

を
指
定
し
た
も
の
と
す
る
｣と
規
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
第
二
十
五
条
関
係

(道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
二
十
五
条

法
第
三
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

市
町
村
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
市
町
村
が
道
路
管
理
者

と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
市
町
村
は
、
成
立
し
た
協
議
の
内
容
を

公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百

七
十
九
号
)
第
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
十
一
号

の
四
、
第
十
二
号

(道
路
法
第
四
十
六
条
第
一
項

第
二
号
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
に

係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
、
第

十
四
号
、
第
十
四
号
の
二
、
第
十
六
号
、
第
十
七

号
及
び
第
二
十
一
号

(同
法
第
九
十
五
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
又
は
通
知
に
係

る
部
分
に
限
る
。)
に
掲
げ
る
も
の

二

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
｢電
線
共
同
溝
整
備
法
｣
と
い
う
。)
第
四
条

第
四
項

(電
線
共
同
溝
整
備
法
第
八
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り

申
請
を
却
下
す
る
こ
と
o

三

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
五
条
第
二
項

(電
線
共

同
溝
整
備
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
き
、
及

び
電
線
共
同
溝
整
備
計
画
又
は
電
線
共
同
溝
増
設

計
画
を
定
め
る
こ
と
o

四

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
六
条
第
二
項

(電
線
共

同
溝
整
備
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
す
る

こ
,と
0

2

市
町
村
は
、
前
項
第
一
号

(道
路
法
施
行
令
第
四

条
第
一
項
第
十
一
号
の
四
又
は
第
十
二
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。)
又
は
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

る
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨

を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
道
路
管
理
者
に

代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
法
第
三
十
二
条
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら

工
事
の
完
了
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第

一
項
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ

い
て
は
、
工
事
の
完
了
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ

法
に
お
い
て
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
市
町
村
施

行
国
道
等
事
業
と
同
様
の
制
度
と
し
て
、
市
町
村
に
よ
る

指
定
区
間
外
一
般
国
道
及
び
都
道
府
県
道

(以
下

｢国
道

等
｣
と
い
う
。)
に
係
る
道
路
特
定
事
業
の
実
施
の
特
例

制
度
を
設
け
て
い
る
。
市
町
村
が
、
こ
の
制
度
に
よ
り
道

路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ

っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(法
第
三
十

二
条
第
五
項
)。

本
条
は
こ
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
管
理
者
の
権
限
の

代
行
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

上
記
特
例
制
度
に
よ
り
市
町
村
が
国
道
等
に
つ
い
て
道

路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
が
道

路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
と
し
て
は
、

①

附
帯
工
事
の
施
工
(道
路
法
第
二
十
三
条
第
一
項
)

②

他
人
の
土
地
の
立
入
又
は
一
時
使
用

(道
路
法
第
六
十
六
条
第
一
項
)

③

長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
の
移
動
等

と
が
で
き
る
o

4

市
町
村
が
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
道
路
特

定
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
道
路
管
理
者

が
当
該
道
路
に
つ
い
て
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
七
条

第
一
項

(電
線
共
同
溝
整
備
法
第
八
条
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
る
負
担

金
を
徴
収
し
た
と
き
は
、
当
該
道
路
管
理
者
は
、
当

該
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
当
該
負
担
金
の
徴
収
後

直
ち
に
当
該
市
町
村
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



(道
路
法
第
六
十
七
条
の
二
)

④

土
地
の
一
時
使
用
等
に
伴
う
損
失
の
補
償

(道
路
法
第
六
十
九
条
)

⑤

道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
伴
う
損
失
の
補
償

(道
路
法
第
七
十
条
)

⑥

道
路
標
識
又
は
区
画
線
の
設
置

(道
路
法
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
四
)

⑦

道
路
に
関
す
る
工
事
の
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限

(道
路
法
第
四
十
六
条
第
一
項
第
二
号
)

⑧

通
行
の
制
限
等
を
行
う
場
合
に
お
け
る
都
道
府
県

公
安
委
員
会
と
の
調
整(道

路
法
第
九
十
五
条
第
一
項
)

電
線
共
同
溝
法
上
の
権
限
と
し
て
、

⑨

電
線
共
同
溝
整
備
計
画
又
は
電
線
共
同
溝
増
設
計

画
の
策
定

(電
線
共
同
溝
法
第
五
条
第
二
項
、
第
八
条
第
三
項
)

⑲

電
線
共
同
溝
の
占
用
許
可
申
請
の
却
下

(電
線
共
同
溝
法
第
四
条
第
四
項
、
第
八
条
第
三
項
)

⑪

電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
の
地
位
承
継
の
届
出

の
受
理

(電
線
共
同
溝
法
第
六
条
第
二
項
、
第
八
条
第
三
項
)

に
つ
い
て
、
そ
の
対
象
と
し
、
道
路
特
定
事
業
実
施
に
伴

っ
て
必
要
と
な
る
権
限
は
個
々
の
事
業
に
よ
っ
て
異
な
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
上
記
の
も
の
の
中
か
ら
市
町
村
と

道
路
管
理
者
が
協
議
し
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
市
町
村
は
、
⑥
及
び
⑦
並
び
に
⑨
か
ら
⑪
ま
で

の
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
は
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路

管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
当
該

委
任
さ
れ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
新
設
又
は
改
築
に
関
す

る
工
事
に
係
る
権
限
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
行
使
で
き

る
期
間
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
終

了
の
日
ま
で
こ
れ
を
行
使
で
き
る
こ
と
と
す
る
。た
だ
し
、

④
及
び
⑤
に
つ
い
て
は
、
そ
の
協
議
の
対
象
者
が
工
事
の

終
了
を
も
っ
て
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
、
当
事
者
間

の
法
的
安
定
性
を
害
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
工
事
終
了

後
に
お
い
て
も
当
該
権
限
の
代
行
を
引
き
続
き
で
き
る
こ

と
と
す
る
。

な
お
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
負
担
金
は
、
電
線
共
同
溝

の
建
設
に
よ
っ
て
支
出
を
免
れ
る
こ
と
と
な
る
推
定
の
投

資
額
等
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出

し
た
額
の
費
用
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
占
用
予
定
者
が
、
単
独
で
地
下
に
電
線
を
埋
設
す
る
と

し
た
場
合
に
お
い
て
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
、
電
線
共
同

溝
が
建
設
さ
れ
、
そ
こ
に
入
溝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
出

を
免
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
そ
の
費
用
を
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
者
か
ら
徴
収
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
納
付
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
が
占
用
予
定
者
の
意
見
を
聴

い
て
定
め
る
電
線
共
同
溝
整
備
計
画

(当
該
計
画
に
記
載

さ
れ
て
い
る
年
度
ご
と
の
事
業
計
画
)
に
応
じ
て
、
建
設

負
担
金
の
納
付
額
を
定
め
、
道
路
管
理
者
が
定
め
る
期
限

ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

(令
第
四
条
第
一
項
)
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
該
負
担
金
は
道
路
管
理
者
に
納
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
道
路
特
定
事
業
に
お
い
て
、
歩
道

の
幅
員
の
拡
幅
事
業
の
一
環
と
し
て
電
線
類
地
中
化
を
実

施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
権
限
を
代
行

し
て
費
用
を
負
担
し
て
事
業
を
実
施
し
た
者
に
当
該
負
担

金
を
納
付
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
、
当
該
建
設
負
担
金
の

趣
旨
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を

道
路
管
理
者
が
徴
収
し
た
場
合
に
は
、
当
該
道
路
管
理
者

は
、
当
該
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
当
該
負
担
金
の
徴
収

後
直
ち
に
当
該
市
町
村
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

【法
施
行
規
則
に
つ
い
て
】

○
第
十
七
条
関
係

(道
路
特
定
事
業
の
認
可
)

第
十
七
条

市
町
村
は
、
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
道
路
特
定
事
業
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
六
号
様
式
に
よ
る

申
請
書
を
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発
局
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

工
事
計
画
書

ニ

エ
事
費
及
び
財
源
調
書

三

平
面
図
、
縦
断
図
、
横
断
定
規
図
そ
の
他
必
要

な
図
面



法
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
、
市
町
村
が
国
道
等

に
つ
い
て
道
路
特
定
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
本
条
に
お
い
て
は
、
当
該

認
可
を
受
け
る
際
の
様
式
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、省
令
様
式
六
号
を
提
出
す
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、

工
事
計
画
書
、
工
事
費
及
び
財
源
調
書
、
平
面
図
、
縦
断

図
、
横
断
定
規
図
そ
の
他
必
要
な
図
面
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
第
十
八
条
関
係

る
公
示
の
全
部
又
は

一
部
を
完
了
し
た
と
き
に
あ
っ

て
は
、
工
事
の
完
了
の
日
)
を
公
示
す
る
も
の
と
す

る
。

法
第
三
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
、
市
町
村
が
国
道
等

に
つ
い
て
道
路
特
定
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き

(又
は
完
了
し
た
と
き
)
に
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。本
条
に
お
い
て
は
、

こ
の
公
示
の
具
体
的
な
内
容
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
、
道
路
の
種
類
、
路
線
名
、
工
事
の
区

間
、
工
事
の
種
類
及
び
工
事
の
開
始
の
日

(又
は
終
了
の

日
)
に
つ
い
て
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

【構
造
省
令
】

構
造
省
令
は
、
｢重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
移
動
円
滑

化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準

(平
成

十
二
年
建
設
省
令
第
四
十
号
)｣
を
基
本
的
に
踏
襲
す
る

こ
と
と
し
た
。
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
る

(条
文
に
つ
い
て
は
、
(ゴ目
…*
"増
名
目
三
面
o
･

穹
"
①日
の驫
[ののき
p且
の訃
①のI
官
日
･

に
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
)
。

①

道
路
に
は
原
則
と
し
て
歩
道
等
を
設
け
る
こ
と
。

ま
た
歩
道
等
の
幅
員
に
つ
い
て
は
、
基
準
に
定
め
ら

れ
た
有
効
幅
員
を
確
保
す
る
こ
と

(第
三
条
及
び
第

四
条
関
係
)。

②

歩
道
等
の
舗
装
は
、
平
た
ん
で
、
か
つ
、
滑
り
に

観
の

法
に

邦
疎鴬

暸で

日

認

の

着

路

月

備

、
第
得
道

事

事
種

道

整
者
条
を
国

エ

エ
エ

番
年

方
齢
二

可

地

高

十
認

一

二

三

四

三

て

法
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
、
市
町
村
が
国
道
等

に
つ
い
て
道
路
特
定
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
が
、
同
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
軽
易
な
も
の

に
つ
い
て
は
こ
の
認
可
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
本
条
に
お
い
て
は
、
こ
の
軽
易
な
道
路
特
定
事
業
に

つ
い
て
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
道

路
の
附
属
物
の
新
設
又
は
改
築
の
み
に
関
す
る
工
事
に
関

し
て
は
認
可
を
不
要
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

○
第
十
九
条
関
係

(道
路
特
定
事
業
に
関
す
る
工
事
の
公
示
)

第
十
九
条

市
町
村
は
、
法
第
三
十
二
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
道
路
特
定
事
業
に
関
す
る
工
事
を
行
お
う

と
す
る
と
き
、
及
び
当
該
道
路
特
定
事
業
に
関
す
る

公
示
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
た
と
き
は
、
道
路

の
種
類
、
路
線
名
、
工
事
の
区
間
、
工
事
の
種
類
及

び
工
事
の
開
始
の
日

(当
該
道
路
特
定
事
業
に
関
す

(認
可
を
要
し
な
い
軽
易
な
道
路
特
定
事
業
)

第
十
八
条

法
第
三
十
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
主
務

省
令
で
定
め
る
軽
易
な
道
路
特
定
事
業
は
、
道
路
の

附
属
物
の
新
設
又
は
改
築
の
み
に
関
す
る
工
事
と
す

る
。

2

市
町
村
は
、
前
項
の
工
事
を
行
っ
た
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
旨
を
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発

局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



く
く
、
か
つ
、
水
は
け
の
良
い
仕
上
げ
と
す
る
も
の

と
す
る

(第
五
条
関
係
)。

③

歩
道
等
の
縦
断
勾
配
は
、
原
則
と
し
て
、
五
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
と
す
る
も
の
と
す
る

(第
六
条
関
係
)。

④

道
路
に
は
必
要
な
箇
所
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
が
設

置
さ
れ
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
立
体
横
断
施
設
を
設

け
る
こ
と

(第
十
一
条
関
係
)。

⑤

バ
ス
停
留
所
に
は
、
原
則
と
し
て
ベ
ン
チ
及
び
上

屋
を
設
け
る
も
の
と
す
る

(第
十
八
条
関
係
)。

⑥

歩
道
等
に
は
、
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所

に
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
も

の
と
す
る

(第
三
十
四
条
関
係
)。

な
お
、
重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
移
動
円
滑
化
の
た
め

に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準

(平
成
十
二
年
建

設
省
令
第
四
十
号
)
か
ら
の
変
更
点
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

①
新
法
に
お
け
る
規
定
の
変
更

(旧
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
か
ら
の
変
更
)
に
伴
う
変
更

①

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等

↓
高
齢
者
、
障
害
者
等

②

移
動
円
滑
化
↓
移
動
等
円
滑
化

③

特
定
経
路
を
構
成
す
る
道
路
↓
道
路

等

②

経
過
措
置
の
追
加

①

道
路
の
一
部
の
区
間
の
歩
道
設
置
に
関
す
る
経

過
措
置

(付
則
第
二
項
関
係
…構
造
省
令
第
三
条

の
特
例
)

特
定
道
路
等
の
一
部
区
間
に
お
い
て
、
市
街
化
の
状
況

等
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
分
の
間
、

歩
道
に
代
え
て
、
自
動
車
を
減
速
さ
せ
て
歩
行
者
等
の
安

全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
の
道
路
の
部
分
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

②

道
路
の
一
部
の
区
間
に
お
け
る
歩
道
の
有
効
幅

員
に
関
す
る
経
過
措
置

(附
則
第
三
項
関
係

"新

基
準
省
令
第
四
条
の
特
例
)

附

則

3

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
歩
道
を
設
け
る
も
の
と
さ

れ
る
道
路
の
区
間
の
う
ち
、
一
体
的
に
移
動
等
円
滑

化
を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
道
路
の
区
間
に
つ
い

て
、
市
街
化
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り

や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
当
該
区
間
に
お
け
る

歩
道
の
有
効
幅
員
を

一
･
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
小
す

路

設

区

経

施

地

連
路

運

備

関
道

関

整
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附

則

2

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
歩
道
を
設
け
る
も
の
と
さ

れ
る
道
路
の
区
間
の
う
ち
、
一
体
的
に
移
動
等
円
滑

化
を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
道
路
の
区
間
に
つ
い

て
、
市
街
化
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り

や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
歩
道
に
代
え
て
、
車

道
及
び
こ
れ
に
接
続
す
る
路
肩
の
路
面
に
お
け
る
凸

部
、
車
道
に
お
け
る
狭
窄
部
又
は
屈
曲
部
そ
の
他
の

自
動
車
を
減
速
さ
せ
て
歩
行
者
又
は
自
転
車
の
安
全

な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
の
道
路
の
部
分
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
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図 2 自動車を減速させて歩行者等の安全な通行を確保するための道路の部分

《車道における屈曲部》

《車道部における狭窄部》
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幽

及
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れに接続する路肩の路面における凸部》

｢

“
･
と
が
で
き
る
。

-

特
定
道
路
等
の
一
部
区
間
に
お
い
て
、
市
街
化
の
状
況

等
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、
歩
道
の
有
効
幅
員
を

一
.
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た

(図
3
)。
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《転回に必要な幅員》

霊古田
姉

　
　

有
1

《すれ違いに必要な幅員》

QJ図

な
お
、
本
省
令
の
具
体
的
な
運
用
に
つ
い
て
は
、
｢道

路
空
間
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
懇
談
会
｣

に
お
い
て
、
有
識
者
、
関
係
団
体
、
当
局
担
当
者
等
に
お

い
て
多
角
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
最

終
的
に
は

｢道
路
の
移
動
円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(仮
称
)｣
と
し
て
本
年
中
に
と
り
ま
と
め
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【占
用
省
令
】

○
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)
第
三

十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
同

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設

(市
街
化
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を

得
ず
一
時
的
に
設
け
ら
れ
る
工
事
用
板
囲
そ
の
他
の
工

事
用
施
設
及
び
災
害
に
よ
る
復
旧
工
事
そ
の
他
緊
急
を

要
す
る
工
事
に
伴
い
一
時
的
に
設
け
ら
れ
る
工
作
物
、

物
件
又
は
施
設
を
除
く
。
以
下
｢工
作
物
等
｣
と
い
う
。)

に
関
す
る
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
四
項
の
移
動
等
円
滑
化

の
た
め
に
必
要
な
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

工
作
物
等
を
歩
道
又
は
自
転
車
歩
行
者
道
上
に
設

け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
歩
行
者
又
は
自
転
車
が
通

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の
幅
員
が
移
動
等
円
滑

化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
省
令

(平
成
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
百
十

六
号
。
以
下
｢道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
｣
と
い
う
。)

第
四
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
有
効
幅
員

(同

令
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
有
効
幅
員
を
縮
小
し

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
縮
小
し
た
有
効
幅
員
)

以
上
と
な
る
場
所
で
あ
る
こ
と
o
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新
設
･
改
築
が
行
わ
れ
る
特
定
道
路
に
つ
い
て
は
、
構

造
省
令
へ
の
適
合
義
務
が
課
さ
れ
、
歩
道
又
は
自
転
車
歩

行
者
道

(以
下

｢歩
道
等
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
有
効

幅
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

ま
た
、
こ
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
有
効
幅
員
が
確
保

さ
れ
た
道
路
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
当
該
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
維
持
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
る
o

し
た
が
っ
て
、
歩
道
等
に
お
け
る
同
条
第
四
項
の
基
準

と
し
て
、
原
則
と
し
て
、
有
効
幅
員
が
確
保
さ
れ
た
道
路

に
つ
い
て
は
、
そ
の
定
め
ら
れ
た
有
効
幅
員
を
満
た
す
場

合
に
つ
い
て
の
み
道
路
の
占
用
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
も

の
で
あ
る

(図
4
)。

(構
造
省
令
の
特
例
区
間
に
お
け
る
取
扱
い
)

構
造
省
令
に
お
い
て
は
、
一
定
の
場
合
に
一
部
の
区
間

に
つ
い
て
有
効
幅
員
が
縮
小
さ
れ
る
場
合
を
想
定
し
て
い

工
作
物
等
を
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
附
則
第
ニ

ニ

イ
物

を
首

移

.円
滑
イ

坐}
離
別

一

項
の
規
定
に
よ
り
車
道
及
び
こ
れ
に
接
続
す
る
路
肩

の
路
面
に
お
け
る
凸
部
、
車
道
に
お
け
る
狭
窄
部
又

は
屈
曲
部
そ
の
他
の
自
動
車
を
減
速
さ
せ
て
歩
行
者

又
は
自
転
車
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
の
道

路
の
部
分
を
設
け
た
道
路
の
区
間
に
設
け
る
場
合
に

お
い
て
は
、
歩
行
者
又
は
自
転
車
の
安
全
か
つ
円
滑

な
通
行
を
著
し
く
妨
げ
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。

る
が

(構
造
省
令
附
則
第
三
項
)、
そ
の
よ
う
な
場
合
に

は
当
該
縮
小
さ
れ
た
有
効
幅
員
を
満
た
す
場
合
に
つ
い
て

の
み
道
路
の
占
用
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
特
定
道
路
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
歩
道
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
=
疋
の
場
合
に
一
部
の
区

間
に
つ
い
て
、
歩
道
に
代
え
て
、
車
道
及
び
こ
れ
に
接
続

す
る
路
肩
の
路
面
に
お
け
る
凸
部
な
ど
の
自
動
車
を
減
速

さ
せ
て
歩
行
者
又
は
自
転
車
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る

た
め
の
道
路
の
部
分
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る

(構
造
省
令
附
則
第
二
項
)。

当
該
区
間
内
の
自
動
車
を
減
速
さ
せ
て
歩
行
者
又
は
自

転
車
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
の
道
路
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
道
路
の
線
形
等
に
よ
り
定
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
当
該
区
間
の
占
用
の
基
準
に
つ
い

て
は
幅
員
等
に
よ
り
一
律
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
該
区
間
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
又
は

自
転
車
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
を
著
し
く
妨
げ
な
い
場

所
に
つ
い
て
の
み
占
用
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
。
(例
え

ば
歩
行
者
又
は
自
転
車
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
を
著
し

く
妨
げ
な
い
場
所
と
し
て
は
、
広
幅
員
を
確
保
し
た
路
肩

に
つ
い
て
歩
行
者

(特
に
車
い
す
)
が
通
行
で
き
る
一
〆

ー
ト
ル
以
上
の
幅
員
を
確
保
す
る
こ
と
等
が
想
定
さ
れ

る
。)
(図
5
)。

(例
外
的
に
占
用
が
認
め
ら
れ
る
場
合
)
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上
記
の
と
お
り
、
特
定
道
路
の
区
間
に
つ
い
て
は
上
記

の
基
準
に
適
合
し
な
い
限
り
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る

が
、
市
街
化
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む

を
得
ず
一
時
的
に
設
け
ら
れ
る
工
事
用
板
囲
そ
の
他
の
工

事
用
施
設
及
び
災
害
に
よ
る
復
旧
工
事
そ
の
他
緊
急
を
要

す
る
工
事
に
伴
い
一
時
的
に
設
け
ら
れ
る
工
作
物
、
物
件

又
は
施
設
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
こ
の
占
用
を
認
め
る

こ
と
と
す
る
。

(本
省
令
と
道
路
法
施
行
令

(占
用
基
準
)
の
関
係
)

法
第
十
条
第
四
項
に
規
定
の
と
お
り
、
道
路
法
第
三
十

二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
工
作
物
等
の
占
用
の
基
準
の

適
用
に
つ
い
て
は
、本
省
令
に
よ
る
上
記
の
基
準
に
加
え
、

道
路
法
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
同
項
の
規
定
に
基
づ
く

道
路
法
施
行
令
第
二
章
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
oし

た
が
っ
て
、
道
路
法
施
行
令
の
占
用
の
場
所
の
基
準

等
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
物
件
等
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

(関
係
通
達
)

本
省
令
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
｢高
齢
者
、
障
害
者
等

の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に

伴
う
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て

(平
成
十
八
年
十
二
月
二

十
日
付

路
政
課
長
通
達
)｣
に
よ
り
各
道
路
管
理
者
に

対
し
通
知
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
の
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(会
議
か
ら
戻
っ
て
き
た
渡
邊
課
長
)

り
ま
す
も
ん
ね
。
僕
も
今
日
は
ケ
ガ
を
し
た
か
ら
交
通

坂
上
係
員

弱
者
と
言
え
ま
す
ね
。

あ
っ
、
課
長
。
会
議
お
疲
れ
様
で
し
た
。

坂
上
係
員

渡
邊
課
長

何
言
っ
て
い
る
の
。
大
野
君
の
場
合
は
す
り
キ
ズ
で

昨
年
の
一
二
月
二
〇
日
に
施
行
さ
れ
た
高
齢
者
、
障

し
ょ
。
甘
え
た
こ
と
言

っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
!

害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関

そ
う
そ
う
、
課
長
戻
っ
て
き
た
ば
か
り
で
申
し
訳
な
い

係
の
会
議
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
、
高
齢
者
や
障
害
者
等

ん
で
す
が
、
さ
っ
き
の
続
き
い
い
で
す
か
?

の
移
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
歩
行
空
間
の
形

渡
邊
課
長

成
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
、
道
路
行
政
と
し
て
も
積
極

そ
う
だ
っ
た
ね
。
で
、
何
だ
い
?

聞
き
た
い
こ
と

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
ん
だ
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で

っ
て
?

も
、
今
回
自
転
車
等
駐
車
器
具
の
占
用
が
可
能
と
な
っ

大
野
係
員

た
こ
と
は
、
こ
の
取
組
み
に
対
し
て
も
積
極
的
に
寄
与

(僕
も
バ
ッ
チ
リ
質
問
考
え
て
お
い
た
ん
だ
よ
ね

す
る
こ
と
と
な
る
よ
ね
。

.も
)

大
野
係
員

坂
上
係
員

そ
う
か
。
僕
は
単
に
歩
行
者
と
い
う
こ
と
で
考
え
て

先
程
、
道
路
法
施
行
令
第
七
条
第
八
号
の
規
定
に
お

い
ま
し
た
が
、
歩
道
は
高
齢
者
や
車
い
す
の
人
や
視
覚

い
て
、
車
輪
止
め
装
置
を
代
表
と
し
た
物
件
を
規
定
し

障
害
者
な
ど
交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
人
も
た
く
さ
ん
通

て
い
る
と
い
う
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も

覇留
日
m
m朝
田
澗
mm国
日
目
亞耳m
m自
国
"
=
=
匪韓
n=E
団
囲
割
m
留目
団
圏
同
=
朝
囲
澁　　　

の

㈱

い
て

(そ
の
2
)

㈱

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

鞠

何
で
第
八
号
に
規
定
し
た
ん
で
す
か
?

渡
邊
課
長

大
野
君
、
分
か
る
か
な
?

大
野
係
員

げ

っ
襲

い
、
い
や
~
、
そ
う
で
す
ね
!
･･。
国
土

交
通
省
の
改
正
担
当
者
が
原
辰
徳
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
と

か
!
。

渡
邊
課
長

バ
カ
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
い
い

か
い
。
改
正
前
の
道
路
法
施
行
令
第
七
条
は
、
第
百
万

か
ら
第
九
号
ま
で
あ
っ
た
よ
ね
。ざ
っ
と
説
明
す
る
と
、

第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
は
一
般
的
な
場
所
、
つ
ま
り

道
路
上
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
さ
ら

に
、
一
般
的
な
物
件

(第
一
号
)
、
工
事
の
た
め
に
設

け
ら
れ
る
物
件

(第
二
号
、
三
号
)
、
他
の
法
律
に
基

づ
き
一
時
的
に
設
け
ら
れ
る
施
設

(第
四
号
、
五
号
)

と
し
て
整
理
し
て
い
る
ん
だ
。
ま
た
、
第
六
号
か
ら
第

九
号
ま
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の
道
路
の
路

面
下

(第
六
号
)、
高
度
利
用
地
区
及
び
都
市
再
生
特

別
地
区
内
の
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路

の
上
空

(第
七
号
)、
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車

専
用
道
路
の
連
結
路
附
属
地

(第
八
号
)、
高
速
自
動

車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路

(第
九
号
)
と
い
う
場

所
を
限
定
し
て
設
け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
整
理
し
て
い

る
ん
だ
。
今
回
追
加
さ
れ
た
自
転
車
等
駐
車
器
具
は
、

歩
道
等
と
い
う
場
所
を
限
定
し
て
占
用
を
認
め
る
こ
と



に
な
る
よ
ね
。
そ
し
て
、
従
前
よ
り
規
定
が
あ
っ
た
ト

ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
自

動
車
駐
車
場
等

(第
六
号
、
七
号
)
と
は
異
な
り
、
こ

れ
ら
の
場
所
以
外
に
設
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

第
七
号
の
次
に
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
ん
だ
。

道
路
法
施
行
令

(道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
工
作

物
等
)

第
七
条

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
、

物
件
又
は
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

看
板
、
標
識
、
旗
ざ
お
、
パ
ー
キ
ン
グ
･
メ
ー
タ
ー
、
幕
及

び
ア
ー
チ

ニ

工
事
用
板
囲
、
足
場
、
詰
所
そ
の
他
の
工
事
用
施
設

三

土
石
、
竹
木
、
瓦
そ
の
他
の
工
事
用
材
料

四

防
火
地
域

(都
市
計
画
法

(昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
)

第
八
条
第
一
項
第
五
号
の
防
火
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
内

に
存
す
る
建
築
物

(以
下

｢既
存
建
築
物
｣
と
い
う
。)
を
除
去

し
て
、
当
該
防
火
地
域
内
に
こ
れ
に
代
わ
る
建
築
物
と
し
て
耐

火
建
築
物

(建
築
基
準
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
)

第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下

同
じ
。)
を
建
築
す
る
場
合

(既
存
建
築
物
が
防
火
地
域
と
防
火

地
域
で
な
い
地
域
に
わ
た
っ
て
存
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

既
存
建
築
物
を
除
去
し
て
、
当
該
既
存
建
築
物
の
敷
地

(そ
の

近
接
地
を
含
む
。)
又
は
当
該
防
火
地
域
内
に
、
こ
れ
に
代
わ
る

建
築
物
と
し
て
耐
火
建
築
物
を
建
築
す
る
と
き
を
含
む
。)
に
お

い
て
、
当
該
耐
火
建
築
物
の
工
事
期
間
中
当
該
既
存
建
築
物
に

替
え
て
必
要
と
な
る
仮
設
店
舗
そ
の
他
の
仮
設
建
築
物

五

都
市
再
開
発
法

(昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
)
に
よ

る
市
街
地
再
開
発
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら

れ
た
施
行
区
域
内
の
建
築
物
に
居
住
す
る
者
で
同
法
第
二
条
第

六
号
に
規
定
す
る
施
設
建
築
物
に
入
居
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

を
一
時
収
容
す
る
た
め
必
要
な
施
設
又
は
密
集
市
街
地
に
お
け

る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(平
成
九
年
法
律

第
四
十
九
号
)
に
よ
る
防
災
街
区
整
備
事
業
に
関
す
る
都
市
計

画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
施
行
区
域
内
の
建
築
物

(当
該
防
災

街
区
整
備
事
業
の
施
行
に
伴
い
移
転
し
、
又
は
除
却
す
る
も

の
に
限
る
。)
に
居
住
す
る
者
で
当
該
防
災
街
区
整
備
事
業
の
施

行
後
に
当
該
施
行
区
域
内
に
居
住
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
一

時
収
容
す
る
た
め
必
要
な
施
設

六

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
事
務

所
、
店
舗
、
倉
庫
、
住
宅
、
自
動
車
駐
車
場
、
広
場
、
公
園
、

運
動
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

七

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
高
度
地
区

(建
築
物

の
高
さ
の
最
低
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。)
及
び

高
度
利
用
地
区
並
び
に
同
項
第
四
号
の
二
の
都
市
再
生
特
別
地

区
内
の
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
の
上
空
に
設

け
る
事
務
所
、
店
舗
、
倉
庫
、
住
宅
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

施
設
及
び
自
動
車
駐
車
場

八

道
路
の
区
域
内
の
地
面
に
設
け
る
自
転
車

(側
車
付
き
の
も

の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。)、
道
路
運
送
車
両
法

(昭
和
二
十
六

年
法
律
第
百
八
十
五
号
)
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機

付
自
転
車

(側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。
以
下
単
に

｢原
動
機

付
自
転
車
｣
と
い
う
。)
又
は
同
法
第
三
条
に
規
定
す
る
小
型
自

動
車
若
し
く
は
軽
自
動
車
で
二
輪
の
も
の

(い
ず
れ
も
側
車
付

き
の
も
の
を
除
く
。
以
下

｢二
輪
自
動
車
｣
と
い
う
。)
を
駐
車

さ
せ
る
た
め
必
要
な
車
輪
止
め
装
置
そ
の
他
の
器
具

(第
六
号

に
掲
げ
る
施
設
に
設
け
る
も
の
を
除
く
。)

九

法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
速
自
動
車
国
道
又
は

自
動
車
専
用
道
路
の
連
結
路
附
属
地

(以
下
｢特
定
連
結
路
附

属
地
｣
と
い
う
。)
に
設
け
る
食
事
施
設
、
購
買
施
設
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
施
設

(次
号
に
掲
げ
る
施
設
を
除
く
。)
で
こ
れ

ら
の
道
路
の
通
行
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
も
の

十

高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
に
設
け
る
休
憩
所
、

大
野
係
員

な
る
ほ
ど
~
。
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
課

長
、
ど
う
し
て
第
十
一
条
の
七
と
第
十
一
条
の
八
と
二

つ
の
占
用
の
場
所
の
基
準
が
あ
る
ん
で
す
か
?

同
じ

で
も
良
さ
そ
う
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

渡
邉
課
長

そ
う
だ
ね
。
普
通
に
考
え
た
ら
、
一
緒
で
も
良
い
気

が
す
る
よ
ね
。
で
は
、
条
文
を
じ
っ
く
り
見
て
ご
ら
ん
。

何
か
違
う
こ
と
に
気
が
付
か
な
い
か
な
?

大
野
係
員

あ
っ
!

ま
ず
、
第
一
号
の
規
定
が
違
い
ま
す
。
車

道
に
は
設
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
は
一
緒
で
す

が
、
自
転
車
用
は
車
道
以
外
で
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

二
輪
自
動
車
用
は
さ
ら
に
車
道
に
近
接
す
る
部
分
に
限

定
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
?

渡
邊
課
長

こ
れ
は
、
交
通
安
全
上
の
観
点
か
ら
な
ん
だ
。
つ
ま

り
、
駐
車
す
る
た
め
に
二
輪
自
動
車
等
に
乗
車
し
た
ま

ま
歩
道
内
を
通
行
し
て
、
歩
行
者
等
と
の
交
通
事
故
を

惹
起
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
車
道
に
近
接
す
る
部

分
に
設
置
し
、車
道
か
ら
進
入
す
る
よ
う
に
し
た
ん
だ
。

自
転
車
で
あ
れ
ば
、
歩
道
等
を
乗
車
し
て
通
行
す
る
こ



と
が
可
能
な
と
こ
ろ
も
あ
る
か
ら
ね
。
ち
な
み
に
、
車

道
以
外
の
道
路
の
部
分
と
し
て
想
定
し
て
い
る
場
所

は
、
自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
、
歩
道
、
法
面
、

側
溝
上
な
ど
が
あ
る
ん
だ
。
他
に
も
違
い
が
あ
る
の
に

気
付
い
た
か
な
?

(お
昼
の
チ
ャ
イ
ム
p
)

渡
邉
課
長

お
っ
と
、
お
昼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ね
。
続
き
は
お

昼
休
み
後
と
い
う
こ
と
で
、
た
ま
に
は
、
外
に
美
味
し

い
も
の
で
も
食
べ
に
で
も
行
か
な
い
か
?

坂
上
係
員

そ
う
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
駅
前
の
レ
ス
ト

ラ
ン
街
に
で
も
行
っ
て
、
放
置
自
転
車
の
現
地
調
査
と

行
き
ま
し
ょ
う
か
。
調
査
費
用
は
課
長
持
ち
と
い
う
こ

と
で
!

大
野
係
員

大
賛
成
=
…

渡
邊
課
長

調
子
に
乗
り
お
っ
て
!
。
ま
あ
、
そ
の
代
わ
り
し
っ

か
り
調
査
報
告
書
を
作
成
し
て
も
ら
わ
な
い
と
な
。

坂
上
係
員
･
大
野
係
員

.･････o

(次
号
に
つ
づ
く
)

(自
転
車
駐
車
器
具
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
)

第
十

一
条
の
七

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
の
第
七
条
第
八
号
に
規
定
す
る
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る
た

め
必
要
な
車
輪
止
め
装
置
そ
の
他
の
器
具

(以
下
こ
の
条
に
お
い

て

｢自
転
車
駐
車
器
具
｣
と
い
う
。)
に
関
す
る
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場

所
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

車
道
以
外
の
道
路
の
部
分

(分
離
帯
、
ロ
ー
タ
リ
!
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
道
路
の
部
分
を
除
く
。
次
条
第
一
項
第
一
号

に
お
い
て
同
じ
。)
で
あ
る
こ
と
。

二

搬
面
若
し
く
は
側
溝
上
の
部
分
又
は
自
転
車
道
、
自
転
車
歩

行
者
道
若
し
く
は
歩
道
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路

の
構
造
か
ら
み
て
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
著
し
い
支
障
の
な

い
場
合
を
除
き
、
当
該
自
転
車
駐
車
器
具
を
自
転
車
の
駐
車
の

用
に
供
し
た
と
き
に
自
転
車
又
は
歩
行
者
が
通
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
部
分
の
一
方
の
側
の
幅
員
が
道
路
構
造
令

(昭
和
四
十

五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
)
第
十
条
第
三
項
本
文
、
第
十
条
の

二
第
二
項
又
は
第
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
幅
員
で
あ
る
こ

,と
0

2

第
十
条
第
一
号
及
び
第
五
号
の
規
定
は
、
自
転
車
駐
車
器
具
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

第
一
号
中

｢地
上

(｣
と
あ
る
の
は

｢地
面

〇

と
、
｢地
上
を
｣
と
あ
る
の

は

｢地
面
を
｣
と
、
｢次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所

(特
定
連

結
路
附
属
地
の
地
上
に
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
口
及
び
ハ
の

い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
)｣
と
あ
る
の
は

｢
口
及
び
ハ
の
い
ず

れ
に
も
適
合
す
る
場
所
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(原
動
機
付
自
転
車
等
駐
車
器
具
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
)

第
十
一
条
の
八

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
の
第
七
条
第
八
号
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
又
は
二

輪
自
動
車
を
駐
車
さ
せ
る
た
め
必
要
な
車
輪
止
め
装
置
そ
の
他
の

器
具

(以
下
こ
の
条
に
お
い
て

｢原
動
機
付
自
転
車
等
駐
車
器
具
｣

と
い
う
。)
に
関
す
る
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基

準
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

車
道
以
外
の
道
路
の
部
分
内
の
車
道
に
近
接
す
る
部
分
で
あ

る
こ
と
。

二

道
路
の
構
造
か
ら
み
て
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
著
し
い
支

障
の
な
い
場
合
を
除
き
、
当
該
原
動
機
付
自
転
車
等
駐
車
器
具

を
原
動
機
付
自
転
車
又
は
二
輪
自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
し
た

と
き
に
自
転
車
又
は
歩
行
者
が
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分

の
幅
員
が
道
路
構
造
令
第
十
条
第
三
項
本
文
、
第
十
条
の
二
第

二
項
又
は
第
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
幅
員
で
あ
る
こ
と
。

2

第
十
条
第
一
号
及
び
第
五
号
の
規
定
は
、
原
動
機
付
自
転
車
等

駐
車
器
具
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第

一
号
中

｢地
上

凸
と
あ
る
の
は

｢地
面

こ
と
、
｢地
上
を
｣
と

あ
る
の
は

｢地
面
を
｣
と
、
｢次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所

(特
定
連
結
路
附
属
地
の
地
上
に
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
口
及

び
ハ
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
)｣
と
あ
る
の
は

｢
口
及
び
ハ

の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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審 査 員◇ (予定)

浅井愼平(嫁 )、 轆江子(が め‐) 騒 美子(就 あク･ネ 訃 叢
◇発表方法◇
ン選手)、 山田美保子 (放送作家 ･コラムニスト) (五十音順 :敬称略)

-姿入賞作品は決定次第、 ご本人に直接通知するとともに、 機関誌等に発表します。
◇使用方法◇

。
入

智 明
ポスタ- ･ チラシ等により ｢道路ふれ か 月間｣ の推進に幅広く活用します。 li

最優秀賞… 1点 (区分無し)
l尭
I ,

　　　　　　　　　　　　 　　
※学生は高校生以下、 一般はそれ以外の対象者

◇表 彰◇ 　
入賞作品については、 ｢道路ふれあい月間｣ の期間中る主 催者である国土交通省から賞状及び 護

楯を、 共催団体から副賞を贈呈します。

* 最優秀賞…①D V D ･ H D D レコーダー、 ②液晶テレビ (※いずれかを選択)
* 優 秀 賞…①E T C 車載器、 ②デジタルカメラ (※いずれかを選択)
* 優 良 賞…携帯音楽プレーヤー

　　 　　 　　
　　
　
I萎
　　
:袋
　　

◇そ の 他◇
入賞作品の版権は、 主催者に帰属します。

◇問い合わせ先◇
国土交通省道路局道路交通管理課
電話 0 3 一 5 2 5 3一 8 1 1 1 (内線 : 3 7 4 2 3 ) lま“

　
ぬ
　　
　　
　　

　
　　
　

-(鰯の基本を裁てれ蕊盈綸衰滅饑 で る /、ミ昶 ぷ
その大切さを忘れてしまいがち。8月は｢避隧湖熱あい月間｣です。
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圓この機会にもう一度あらためて、道路の重要性をみんなで

東
京
部
港
区
赤
坂
一丁
目
六
番
十
九
号

平
成
19
年
度
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

推
進
標
語
募
集
係

行

･(財)道路陳嬢研究所
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平成19 年度

　　 　　　　　　　　　　　　　

道路局道路交通管理課

国土交通省では、 毎年 8月を ｢道路ふれあい月間｣ として、 道路の正しい利用や道路愛護思想
の普及に努めていますが、 この行事の一環として、 昨年に引き続き、 平成 1 9 年度 ｢道路ふれあ
い月間｣ 推進標語を広く一般から募集します。

道路は、 国民の日常生活や経済活動に欠くことのできない基本的な施設ですが、 あまりにも身
近な存在であるため、 その重要性が見過ごされがちです。

そこで、 この推進標語の募集を通じて、 改めて道路の意義 ･重要性について考えていただくこ
とを目的としています。
◇主 催◇ 国土交通省
◇共 催◇ 道路広報センター、 全国道路利用者会議、 (財)日本道路交通情報センター、

(財)道路環境研究所
◇募集テーマ◇
道路は国民共有の、 つまりあなたの財産です。 < みんなが道路と親しみ、 ふれあい、 常に広く、
美しく、 安全に、 共に楽しく利用しましょう>

道路は、 生活の向上と経済の発展に欠くことのできない国民共有の、 つまりあなたの財産であ
ります。 そこで、 国民の皆さん一人一人に、 道路の役割をより一層理解して頂くことによって、
道路を常に広く、 美しく、 安全に維持し、 あなたの子孫に受け継いでいくことを目的として、 上
記を募集のテーマとしています。
◇応募資格◇

小学生以上の方から応募できます。
◇応募方法◇

郵便はがき又はインターネットによるものとします。
応募作品は未発表のものに限ります。
1人何作品でも応募できます。
[郵便はがきによる応募の場合]
応募はがき (5 0 円切手の貼付必要)または官製はがき 1枚につき、 標語 1点と氏名、 住所、

電話番号、 性別、 年齢、 職業 (一般、 学生 (高校生以下)別)を記入のうえ郵送してください。
[パソコン、 携帯電話のインターネットによる応募の場合]
U R L = http s ://ss l.io lls .c Q ip /h yo ug o/in d e x .h tm lにアクセス してください。

◇応募期間◇
平成 1 9年 3月 3 1日 (土)まで (当日必着)

◇宛 先◇
〒 10 7 一 0 0 5 2 東京都港区赤坂 1丁目 6 番 19号 K Y 溜池ビル 3 階

道路広報センター 平成 l9 年度 ｢道路ふれあい月間｣ 推進標語募集係 あて
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鱗
灘
朧
灘

現
場
の
取
組
み
事
例

覊饗凝鬘
鬘

穗轤
滅癩
薹

“

利
用
者
の
声
を
道
サ
ー
ビ
ス
の
鬮
止
へ

;
宮
城
県
苦
情
･
要
望
対
応
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
;

宮
城
県
土
木
部
道
路
課

一
は
じ
め
に

宮
城
県
は
東
北
地
方
の
南
部
に
位
置
し
、東
に
太
平
洋
、

西
部
一
帯
に
奥
羽
山
脈
、
北
東
部
に
北
上
山
地
、
南
部
に

阿
武
隈
高
地
が
走
り
、
こ
れ
ら
の
間
に
、
北
上
･
鳴
瀬
･

名
取
･
阿
武
隈
の
各
河
川
が
潤
す
豊
か
な
平
野
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。牡
鹿
半
島
以
北
に
は
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
き
、

南
部
は
砂
浜
が
続
く
海
岸
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
自
然
に
恵
ま
れ
た
宮
城
県
の
道
路
は
、
我

が
国
で
最
長
の
国
道
で
あ
る
一
般
国
道
四
号
が
県
の
南
北

を
縦
貫
し
、
こ
れ
を
基
軸
に
一
般
国
道
一
七
路
線
が
隣
接

各
県
に
通
じ
て
お
り
、
こ
れ
に
県
道
二
三
三
路
線
を
加
え

て
県
内
の
基
幹
道
路
網
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

国
管
理
国
道
及
び
仙
台
市
内
の
県
道
を
除
く
県
の
管
理
路

線
数
は
二
二
三
路
線
、
管
理
延
長
は
二
、
六
八
三
如
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
道
路
環
境
の
中
、
宮
城
県
で
は
、
平
成
一

四
年
度
に

｢宮
城
の
道
づ
く
り
基
本
方
針
｣
を
策
定
し
、

①
安
全
･
安
心
で
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
道
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
②
国
内
･
国
際
競
争
力
を
高
め
た
強
い

宮
城
を
創
造
す
る
た
め
の
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
③
地
域

の
資
源
を
活
か
し
た
個
性
や
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
の
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
の
三
つ
の
基
本
方

針
を
示
し
、
県
民
に
対
す
る
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け

て
、
透
明
性
を
確
保
し
な
が
ら
効
果
的
･
効
率
的
で
魅
力

あ
る
道
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

道
路
ス
ト
ッ
ク
の
大
部
分
は
、
戦
後
の
五
0
年
間
に
本

格
的
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
車
両
の
大
型
化
や
交
通
量
の

増
大
等
に
よ
り
、
今
後
こ
れ
ら
施
設
の
老
朽
化
が
進
展
す

る
こ
と
。
ま
た
、
道
路
管
理
に
対
す
る
県
民
の
ニ
ー
ズ
も

多
種

･
多
様
化
し
て
お
り
、
今
後
本
格
的
な
管
理
の
時
代

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
増
大
す
る
維
持
管
理

や
修
繕
更
新
コ
ス
ト
を
抑
制
し
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

つ
つ
、
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
健
全
性

･
信
頼
性
を
維
持
す
る

た
め
の

｢道
路
ス
ト
ッ
ク
管
理
｣
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、

と
の
認
識
に
立
ち
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

道
路
管
理
に
携
わ
る
職
員
に
よ
り
、
平
成
=

年
度
よ
り

道
路
管
理
の
あ
り
方
を
広
く
検
討
す
る
た
め

｢道
路
管
理

シ
ス
テ
ム
検
討
会
｣
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の

｢道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
検
討
会
｣
で
は
、
道
路
の

ス
ト
ッ
ク
管
理
に
つ
い
て
、
次
の
三
つ
の
観
点
か
ら
検
討

し
て
い
ま
す
。

1

計
画
的
な
維
持
管
理

の
各
種
道
路
施
設
の
点
検
及
び
健
全
度
評
価
、
こ
れ



に
基
づ
く
計
画
的
な
維
持
管
理
の
実
施
。

②
構
造
物
の
長
寿
命
化
技
術
の
導
入
促
進
や
修
繕
･

更
新
工
法
に
お
け
る
コ
ス
ト
縮
減
化
。

2

道
路
管
理
の
高
度
化
･
効
率
化

の
道
路
利
用
者
が
快
適
で
安
心
な
道
路
交
通
確
保
の

た
め
の
道
路
利
用
者
へ
の
道
路
情
報
の
提
供
、
災
害

時
や
異
常
気
象
時
な
ど
の
危
機
管
理
に
お
け
る
迅
速

な
道
路
情
報
の
収
集

･
提
供
。

②
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
と
道
路
施
設
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
連
携
し
た
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な

ど
、
信
頼
性
の
高
い
道
路
管
理
体
制
の
構
築
。

3

住
民
参
加
･
連
携
に
よ
る
道
路
管
理

①
地
域
に
密
着
し
た
道
路
清
掃
や
植
栽
管
理
等
に
つ

い
て
の
支
援
な
ど
、
地
域
住
民
に
よ
る
地
域
住
民
の

た
め
の
住
民
参
加
型
道
路
管
理
の
積
極
的
な
推
進
。

②
連
携
の
強
化
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構

築
。

こ
の
中
で
は
、
地
域
住
民
や
道
路
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
行
政
相
談
に
的
確
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
貴
重
な
管
理
デ
ー
タ
と
し
て
利
用

し
て
い
く
こ
と
が
、
信
頼
性
の
高
い
道
路
管
理
体
制
の
構

築
に
役
立
つ
と
し
て
、
｢宮
城
県
苦
情

･
要
望
対
応
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
｣
を
開
発
、
運
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

｢宮
城
県
苦
情
要
望
対
応
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
｣
(以
下
、
本

シ
ス
テ
ム
)
は
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
検
討
･
開
発
が
開

始
さ
れ
、
特
別
な
訓
練
を
要
し
な
い
平
易
な
シ
ス
テ
ム
と

す
る
こ
と
、
デ
ー
タ
を
分
析
･
解
析
出
来
業
務
に
活
用
出

来
る
も
の
と
す
る
、
な
ど
の
開
発
方
針
を
決
定
し
、
平
成

一
四
年
度
か
ら
一
部
の
土
木
事
務
所
で
試
験
的
な
運
用
を

開
始
し
た
の
ち
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
本
格
的
に
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
エ
ハ年
度
に
入
力
内
容

や
統
計
処
理
機
能
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
現
在
の
形
と
な

っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
本
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ニ

シ
ス
テ
ム
の
概
要
と
特
徴

本
シ
ス
テ
ム
は
、
県
民
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
苦

情

･
要
望
は
、
貴
重
な
情
報
源
と
の
認
識
の
も
と
、
苦

情

･
要
望
へ
の
適
切
な
対
応
と
相
談
者
等
に
対
す
る
説
明

責
任
の
遂
行
な
ど
に
努
め
、
か
つ
デ
ー
タ
の
一
元
的
な
集

計

･
蓄
積
を
行
い
今
後
の
道
路
管
理
業
務
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
運
用
方
針
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

本
シ
ス
テ
ム
の
構
成
は
、
そ
の
処
理
の
流
れ
か
ら
見
れ

ば
、
従
来
は
処
理
台
帳
な
ど
に
よ
り
処
理
し
て
い
た
手
続

き
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ヘ
デ
ー
タ
入
力
を
行
う
こ
と
に
変
換

し
た
簡
易
な
シ
ス
テ
ム
と
い
え
ま
す

(図
1
)。

し
か
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
構
築
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
で
あ
る
た
め
、
記
録
表
の
入
力
、
閲
覧
、
検
索
が
職

員
各
自
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
行
え
、
入
力
し
た
情
報
は

　

の

計

ル
管

統

　

　

　

　

　

　

覧

,

夕

,

　

　

　

　

　　

　
　

　

　
　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

帳
手

デ
づ
入

致

記
き

理

台
(

図 1 苦情 ･要望処理の流れ

【苦情 ･要望対応データベース1

剰
付

情

付

縦
受

匿
受

共
有
の
デ
ー
タ
と
な
る
た
め
、
問
題
点
の
共
有
や
未
処
理

案
件
な
ど
へ
の
対
応
の
徹
底
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
職
員
が
市
販
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ

ト
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

･
ア
ク
セ
ス
を
使
い
、
開

発
･
制
作
し
て
お
り
、
大
き
く
三
つ
の
機
能
を
有
し
て
い

ま
す
。

一
つ
は
受
け
付
け
た
案
件
を
入
力
す
る
記
録
票
作
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成
機
能
、入
力
し
た
記
録
票
を
統
計
処
理
す
る
統
計
機
能
、

各
事
務
所
で
統
計
処
理
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と
め
る

集
計
機
能
で
す
。

1

シ
ス
テ
ム
運
用

本
シ
ス
テ
ム
は
、
年
度
毎

(四
月
一
日
~
三
月
三
一
日
)

に
管
理
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
入
力
は
各

土
木
事
務
所
に
お
い
て
、
受
付
日
に
行
う
も
の
と
し
て
い

入
力
者
間
の
ば
ら
つ
き
を
防
止
し
、
デ
ー
タ
の
均
一

35

る
。
入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
月
毎
に
集
計
し
、
集
計
結
果

は
毎
月
五
日
ま
で
に
県
庁
に
報
告
さ
れ
、
全
県
の
集
計
結

果
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
さ
れ
ま
す

(図
2
)。

平
成
エ
ハ年
度
に
行
っ
た
本
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
の
際

の
調
査
結
果
で
は
、

①

一
部
軽
微
な
も
の

(照
明
の
球
切
れ
等
の
即
時
対

応
し
た
も
の
)
を
除
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
案
件
が

入
力
さ
れ
て
い
る

②

入
力
は
苦
情
･
要
望
を
受
け
た
道
路
管
理
班
員
が

行

っ
て
い
る
。

③

苦
情
･
要
望
を
受
け
て
す
ぐ
入
力
･
回
覧
し
、
対

応
後
追
記
し
完
了
す
る
形
態
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

と
な
っ
て
お
り
、
本
シ
ス
テ
ム
の
目
指
す
運
用
状
況
が
ほ

ぼ
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
に
よ
り
、
対
応
経
過

(時
系
列
的
に

整
理
)
の
入
力
の
追
加
や
図
面
添
付
に
よ
る
位
置
指
定
で

は
紙
ベ
ー
ス
と
な
る
こ
と
か
ら
座
標
値
に
よ
る
位
置
情
報

の
入
力
に
変
更
す
る
な
ど
細
部
の
改
善
を
行
っ
て
い
ま

す
。

2

シ
ス
テ
ム
の
特
徴

本
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

①

記
録
票
の
入
力
項
目
の
大
半
を
選
択
入
力
と
す
る

こ
と
に
よ
り
、
入
力
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に

化
に
よ
り
統
計
精
度
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②

未
処
理
案
件
を
細
分
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
進
捗

状
況
の
把
握
及
び
処
理
方
針
と
そ
の
可
能
性
の
検
討

が
可
能
。

③

従
来
は
、
位
置
の
確
認
の
た
め
地
図
や
道
路
台
帳

附
図
を
必
要
と
し
た
が
、
目
標
物
の
項
目
や
座
標
等

に
よ
る
位
置
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
紙
ベ
ー
ス

の
記
録
票
な
し
で
の
運
用
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

道行セ 2007.2

3

操
作
の
流
れ

"

メ
イ
ン
ペ
ー
ジ

(図
3
)

シ
ス
テ
ム
を
起
動
す
る
と
下
記
画
面
が
表
示
さ
れ
ま

す
。
こ
こ
か
ら
各
作
業
を
開
始
し
ま
す
。

①

単
票
形
式
で
の
デ
ー
タ
シ
ー
ト
の
入
力
、
修
正
、

閲
覧
。

②

未
処
理
案
件
を
一
覧
票
形
式
で
閲
覧
。

③

シ
ス
テ
ム
の
終
了
。

④

m
xoの集
計

(県
庁
集
計
用
團
×ooデ
ー
タ
の
出
力
)

②

デ
ー
タ
シ
ー
ト

(図
4
)

デ
ー
タ
と
な
る
記
録
票
を
入
力
し
ま
す
。

①

新
規
作
成

空
白
ペ
ー
ジ
を
作
成
。
開
く
と
日
付
時
間
･
担
当

班

･
相
談
区
分
･
対
応
結
果
が
自
動
入
力
。

②

件
名

苦
情
の
種
別
を
選
択
。
こ
の
種
別
に
よ
り
集
計
を

競

る

　
　
　
　
　

ホ
　

　

城　
　　
　
　
　　　

図 2 システムの流れ (苦情 ･要望対応の流れ)



礬

掛薹
①

②

③

行
う
。

③

詳
細

(案
件
の
要
約
内
容
を
入
力
)

④

路
線
名
の
選
択

⑤

市
町
村
名
の
選
択

⑥

位
置
情
報

案
件
位
置
を
地
図
サ
イ
ト
等
を
利
用
し
、
座
標
を
入
力
。

⑦

目
標
物

周
辺
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
等
目
標
物
を
入
力
。

⑧

対
応
者

(担
当
者
の
職
氏
名
を
入
力
)

⑨

要
望
者
ま
た
は
相
談
者

要
望
者
の
氏
名
等
を
記
入
。
電
話
番
号
は
出
来
る

限
り
聞
く
よ
う
に
す
る
。

図3 メインページ

盤幽鬮

⑪

⑭

礬
言幟聾
幅

識謳
群
増

談
叫
固

州
が

襁
き
鞠
皺
臟
⑪

絡松東

瀦
鯛
¥
磁
ぼ
さ
ミ
獺

纖
優
麗
濃

戰
覊
職
悪隧
*籍

*
汎燈
凝
鱗
寒濃
獲
翼
濃

①
②
③

④
⑤
⑥
⑦

⑧

⑨

l連綣究lr 二同年代に]饉獨l｣
l有線 ｢一一一｢ 携帯

*鰍猟蝸派附
⑪

桁録颯燧鳳東

-溌諦

減葵⑮図 4 データシート

⑩

担
当
班
の
選
択

⑪

相
談
区
分
の
選
択

⑫

要
望

(相
談
)
要
旨
の
記
載

⑬

依
頼
対
応
先

依
頼
し
た
管
理
委
託
業
者
や
関
係
機
関
を
選
択
。

⑭

対
応
結
果
を
選
択

未
処
理
件
数
を
集
計
す
る
際
に
使
用
す
る
た
め
、

案
件
の
進
行
に
応
じ
て
こ
ま
め
に
修
正
。

⑮

対
応
経
過

時
系
列
で
対
応
状
況
を
入
力
。

3

エ
ク
セ
ル
集
計

(図
5
)

起
動
す
る
と
自
動
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
デ
ー
タ
を

読
み
込
み
、
内
容
別
件
数
比
、
路
線
種
別
件
数
比
、
月
毎

件
数
推
移
な
ど
に
統
計
処
理
し
、
グ
ラ
フ
の
作
成
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
県
庁
で
の
集
計
に
使
用
す
る
報
告

用
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
を
行
い
ま
す
。



三

苦
情
･
要
望
等
の
状
況

本
シ
ス
テ
ム
の
本
格
運
用
か
ら
、約
四
年
が
経
過
し
五
、

0
0
0
件
余
り
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
中
か
ら
よ
り
良
い
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
た
め
の
道
路
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
か
見
え
て
き

て
い
ま
す
。

1

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
集
計
結
果
か
ら

平
成
一
五
年
度
か
ら
平
成
一
七
年
度
ま
で
の
三
年
間
の

苦
情

･
要
望
等
の
行
政
相
談
の
件
数

(図
6
)
は
、
概
ね

一
、
五
〇
〇
件
程
度
で
推
移
し
て
い
る
が
、
平
成
一
七
年

度
は
、
雪
が
多
か
っ
た
た
め
に
除
雪
関
係
の
件
数
が
多
い

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。内

容
別
件
数
の
推
移

(図
7
)
を
見
る
と
、
舗
装
関
連

(舗
装
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
や
段
差
な
ど
)、
側
溝

･
暗
渠

(側
溝
蓋
の
破
損
や
排
水
不
良
な
ど
)
が
、
全
体
の
半
数

を
占
め
て
い
る
。
舗
装
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
な
ど
は
通
常
の

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
頻
度

(宮
城
県
で
は
概
ね
週
二
回
)

で
は
、
対
処
が
難
し
い
こ
と
や
側
溝
の
蓋
の
壊
れ
や
が
た

つ
き
な
ど
は
、
車
か
ら
の
目
視
で
は
発
見
が
難
し
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
結
果
と
し
て
こ
れ
ら
の
通
報
に
よ
り
、
路

上
事
故
の
原
因
に
早
急
に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
統
計
結
果
と
併

せ
、
側
溝
に
関
係
し
た
路
上
事
故
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
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り
、
平
成
一
七
年
度
に
は
車
道
を
横
断
す
る
側
溝
及
び
歩

道
と
一
体
と
な
っ
た
側
溝
に
つ
い
て
一
斉
点
検
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
安
施
設

(ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
デ
リ

ネ
ー
タ
ー
の
破
損
な
ど
)
や
清
掃

･
除
草
は
、
年
度
に
よ

っ
て
変
動
が
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
一
定
の
件
数
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
時
の
注
意
点
と
し
て
委
託
業

釀件数

清掃･除草照明関連 占用工事除雪･爾虫雪

100 %

者
等
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
現
場
で
は

苦
情

･
要
望
に
対
し
て
即
時
現
地
の
確
認
等
を
行
い
対
応

す
る
と
い
う
意
識
も
生
ま
れ
、
即
時
解
決
出
来
な
い
案
件

に
つ
い
て
は
内
容
の
説
明
を
行
う
な
ど
、
説
明
責
任
の
向

上
と
い
う
面
で
も
効
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

2

個
別
の
苦
情
･
要
望
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
苦
情

･
要
望
の
中
に
は
、
道
路
管
理
で
の

注
意
す
べ
き
点
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
急
い
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
象
に

つ
い
て
、
早
期
に
通
報
が
あ
っ
た
た
め
、
事
故
等
を
防
げ

た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
以
下
に
苦
情

･
要
望
を
管
理
業
務

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
事
故

防
止
に
結
び
つ
い
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

田

平
板
ブ
ロ
ッ
ク
の
破
損
に
対
応
し
た
例

歩
道
に
設
置
さ
れ
た
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
や
視
覚
障
害
者
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
暑
さ
に
よ
り
膨
張
し
山
形
に
折
れ
て
段

差
を
生
じ
、
苦
情
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
、

暑
さ
が
本
格
化
す
る
前
に
点
検
を
実
施
し
、
変
状
が
小
さ

桝
剱
薊
如
剱
800

600

桝

200
0
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ス
テ
ム
と
す
る
こ
と
は
十
分
達
成
出
来
た
と
言
え
ま
す
。

m

讓
溌き"

ま
た
、
確
実
に
入
力
し
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
道
路
管

理
へ
の
的
確
な
視
点
を
持
ち
、
全
体
で
対
応
し
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
認
識
し
た
こ
と
は
、
本
シ
ス
テ
ム
の
大
き

な
成
果
と
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
、
宮
城
県
で
は
、
道
路
台
帳
の
他
各
種
施
設
台
帳

の
管
理
、
交
通
規
制
情
報
管
理
、
本
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
苦

情
･
要
望
情
報
管
理
な
ど
を
位
置
情
報
に
よ
り
一
体
的
に

管
理
し
て
い
く
道
路
管
理
G
I
S
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
の
入
力
ス
タ
イ
ル
を
継
承
し
つ
つ
、
検
索
能
力
の
強

化
や
各
種
管
理
デ
ー
タ
と
併
せ
た
分
析
を
可
能
と
す
る
こ

と
で
、
道
路
管
理
に
お
け
る
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
本
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
活
か
し
、
住
民
や
利
用

者
か
ら
の
声
に
答
え
な
が
ら
、
満
足
度
の
高
い
道
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
う
ち
に
対
応
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た

(写
真
ー
)。

そ
れ
ら
の
死
骸
が
大
量
に
堆
積
し
、
滑
り
や
す
く
な
る
と

②

降
雪
時
の
竹
木
の
倒
伏
に
早
急
に
対
応
し
た
例

住
民
か
ら
対
応
の
要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
期

雪
の
重
み
に
よ
り
道
路
上
へ
竹
が
倒
れ
か
か
っ
て
き
て

間
、
橋
梁
の
照
明
を
消
し
て
飛
来
を
抑
制
す
る
と
と
も
に

い
た
が
、
当
該
箇
所
は
カ
ー
ブ
の
出
口
に
あ
り
、
朝
の
通

早
朝
に
路
面
の
清
掃
を
行
う
よ
う
に
し
、
効
果
を
あ
げ
て

勤
時
間
帯
で
あ
れ
ば
事
故
の
発
生
が
考
え
ら
れ
た
が
、
通

い
ま
す

(写
真
3
)。

報
が
早
か
っ
た
た
め
交
通
量
が
多
く
な
る
前
に
対
処
出
来

四

書
情
要
望
対
応
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
令
後

ま
し
た

(写
真
2
)。

㈱
カ
ゲ
ロ
ウ

(虫
)
の
発
生
に
対
処
す
る
よ
う
に
し
た
例

本
格
運
用
か
ら
約
四
年
が
経
過
し
た
本
シ
ス
テ
ム
は
、

例
年
、
カ
ゲ
ロ
ウ
が
大
発
生
す
る
河
川
で
、
橋
梁
上
に

目
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
確
実
に
入
力
し
運
用
し
て
い
く
シ



嚥
璧
県
の

『受
付
処
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
｣
に
つ
い
て

岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持
課

一

は
じ
め
に

｢通
報

(苦
情
)
に
如
何
に
素
早
く
的
確
に
対
応
し
、

そ
し
て
減
ら
し
て
い
く
か
｣
は
、
道
路
を
管
理
す
る
も
の

に
と
っ
て
共
通
で
永
遠
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

道
路
管
理
者
や
公
共
事
業
を
取
り
巻
く
近
年
の
情
勢

は
、
｢住
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
要
求
水
準

･
内
容
の

高
度
化
｣
に
相
反
し
、
公
共
事
業
費

(=
維
持
管
理
費
)

の
削
減
、
職
員
の
削
減
等
、
厳
し
く
な
る
一
方
と
言
え
ま

す
。こ

の
様
な
状
況
を
背
景
に
、
県
民
や
道
路
利
用
者
か
ら

の
通
報
の
適
切
な
処
理
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
岐

阜
県
が
構
築
し
た

｢受
付
処
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
｣
に
つ
い

て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

二

岐
阜
県
の
道
路
費
理
事
情

広
大
な
面
積
を
有
し
、
県
土
の
八
割
が
山
地
で
あ
る
岐

阜
県
。
現
在
、
約
一
、
0
七
〇
踊
の
国
道
と
約
三
、
一
七

〇
如
の
主
要
地
方
道
･
一
般
県
道
を
管
理
し
て
お
り
、
県

管
理
道
路
延
長
は
全
国
一
〇
位
に
な
り
ま
す
。
地
域
住
民

の
暮
ら
し
や
地
域
経
済
は
道
路

(自
動
車
交
通
)
に
大
き

く
依
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
に
対
す
る
県
民
の
関

心
も
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
道
路
行
政
に
つ
い
て
県
全

体
で
年
間
約
四
、
0
0
0
件
の
苦
情
や
通
報
等
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
苦
情
や
通
報
の
対
応
に
遅

れ
や
漏
れ
が
生
じ
て
心
証
を
害
し
た
り
、
同
じ
内
容
の
苦

情
を
定
期
的
に
受
け
付
け
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
現
地
機
関
に
お
い
て
も
、
｢梅
雨
時
に

な
る
と
こ
こ
に
は
穴
が
発
生
し
や
す
い
｣な
ど
の
よ
う
な
、

経
験
に
基
づ
く
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
ま
り
共
有
さ
れ
て
い
な
い

の
が
実
情
で
し
た
。

三

受
付
処
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

岐
阜
県
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
県
独

自
の
G
I
S
地
図
を
活
用
し
た

｢受
付
処
理
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
｣
を
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
上
で
構
築
し
、
平
成
一
六
年
一

〇
月
か
ら
運
用
を
始
め
、
そ
の
後
種
々
の
見
直
し
や
機
能

追
加
を
行
い
、
平
成
一
八
年
一
月
か
ら
本
格
的
に
運
用
し

ま
し
た

(図
1

･
2
)
。

1

主
な
目
的

①

住
民
か
ら
の
情
報
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
即
時
に
共



④

蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
事
務

の
効
率
化
や
予
防
保
全
を
図
る

･
通
報
が
多
い
箇
所
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
対
策
の

検
討
資
料
と
な
る

･
地
域
、
路
線
、
時
期
ご
と
の
状
況
や
特
性
を
把
握

③

対
応
状
況
を
明
確
に
し
対
応
の
漏
れ
や
遅
れ
を
防

の
④ ③

･
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
直
接
の
担
当
者

以
外
も
対
応
状
況
を
把
握
可
能

･
定
期
的
な
苦
情
が
発
生
す
る
箇
所
に
つ
い
て
、
時

期
を
見
越
し
た
事
前
措
置
が
検
討
可
能

可 地 検
能 域 討

、 資
路 料
　
　 　

止 ･ ･ 有
す 対 所 県 理 通 す
る 応 ( 庁 、 報 る

,
通
報
内
容

(位
置
･
内
容
･
連
絡
先
な
ど
)
の
管

理
、
蓄
積

･
県
庁
や
他
の
所
属
に
届
い
た
情
報
の
、
担
当
事
務

所

(出
先
機
関
)
へ
の
正
確
な
伝
達

･受け付けた情報が蓄積 ･共有されておらず、 対応の遅れや漏れなどが発生していた
･ - T 技術の進展により、 G I S 地図情報と連携したデータ管理が容易になった
･苦情などをデータベースにて把握 ･分析し、 県民ニーズを施策に反映する必要がある

○電子データベースの構築により、 情報を蓄積 ･活用して
施設の維持管理の高度化、 住民サービスの充実を図る

平成16年10月 作成 ･運用開始 イントラネットに掲載
平成18年 1月 改訂 ･本格運用開始

･住宅地図などの機能追加
･入力の容易化 ･迅速化の推進 等

図 1 受付処理データベース構築の流れ

苺希蕗 醇豊土太幻

ご

処理扶況受け
週報日付 2閲6′◇4ノリ l̂I l
蠣B 水凹日 祝日r

t達鞘崎細 言ヨ簡団
等船威屈 舵覊課 到
実行者
道幅語族名

I

鬮鵲
.

-
連日話特性 員 幻
町門⑧ 瓱旦雨 塁

名曲) --
酒舵方法 電温

,
盤

鴉控睦囲 盡
園鷁名 可 --
邇壽

扉涎 盪 --
し

H"‐瞬轟市 コ
--･ I

図 2 データ入力画面イメージ



2

特
徴
的
な
機
能

･
発
生
箇
所

(位
置
図
…
て
-b
8
~
て
-b
8
b
o3

と
通
報
内
容
を
ま
と
め
て
管
理

･
通
報
内
容
や
日
時
な
ど
で
検
索
･
集
計
可
能

･
進
捗
状
況
別
に

｢受
付
/
処
理
中
/
処
理
済
み
｣

と
区
分
し
表
示
色
を
変
化

･
主
な
項
目
は
、
リ
ス
ト
か
ら
選
択
入
力

(路
線
名

等
は
土
木
事
務
所
別
に
登
録
済
み
)

･
G
I
S
地
図
の
活
用
に
よ
り
、
住
宅
地
図
や
衛
星

写
真
な
ど
の
レ
イ
ヤ
ー
が
利
用
可
能

･
登
録
時
に
メ
ー
ル
送
信
を
自
動
起
動
さ
せ
、
登
録

と
同
時
に
関
係
者
に
送
信
可
能

･
登
録
後
四
日
以
上
放
置
す
る
と
警
告
表
示
(赤
色
)

･
写
真
な
ど
の
デ
ー
タ
の
添
付
、
帳
票
形
式
で
の
印

刷
も
可
能

･
受
付
か
ら
対
策
完
了
ま
で
の
所
要
時
間

(0
日
0

時
間
)
を
自
動
算
出

3

主
な
登
録
項
目

･
通
報
箇
所

車
道
、
歩
道
、
植
栽
、
側
溝
、
照
明
灯
等
の
一

一
項
目

(+
そ
の
他
)

･
通
報
内
容

破
損

(防
護
柵
等
)、
舗
装

(穴
、
段
差
)、
冠

水
、
倒
木
等
の
三
一項
目

･
通
報
者
特
性

一
般
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
、
関
係
機
関
等
の
八
項

◆
ケ
ー
ス
2

情
報
の
共
有

目

(+
そ
の
他
)

'
｢以
前
に
植
栽
の
剪
定

通
報
方
法

さ
れ
て
い
な
い
。
ど
、

電
話
、
電
子
メ
ー
ル
、
直
接
訪
問
等
の
六
項
目

･通
報
内
容
詳
細

通
報
者
の
発
言
内
容
、
経
緯
な
ど

こ
の
他
、
担
当
者
名
、
指
示
内
容
、
完
了
予
定
日
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

四

想
定
き
れ
る
効
果

受
付
処
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
導
入
に
よ
り
、
以
下
の
よ

う
な
効
果
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

◆
ケ
ー
ス
ー

受
付
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
十
的
確
な
伝
達

･
A
土
木
事
務
所
の
管
内
の
苦
情
で
あ
っ
た
が
、
県
庁

に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

↓
受
付
処
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
力
し
、
メ
ー
ル
に

て
A
土
木
事
務
所
に
通
知

↓
A
土
木
事
務
所
の
担
当
職
員
が
現
地
立
会
な
ど
対

応

=
通
報
者
は
説
明
が
一
国
で
済
み
、
タ
ラ
イ
回
し
も
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

=
苦
情
の
内
容
や
通
報
者
の
連
絡
先
な
ど
が
正
確
に
伝

わ
る
た
め
、
適
切
に
対
応
で
き
た

･
｢以
前
に
植
栽
の
剪
定
を
依
頼
し
た
が
、
ま
だ
対
応

さ
れ
て
い
な
い
。
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
｣
と
県

民
か
ら
電
話
を
受
け
た

↓
受
付
処
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
閲
覧
し
、
｢0
0
建

設
に
指
示
済
み
で
あ
り
、
△
月
△
日
に
剪
定
予
定

で
あ
る
｣
こ
と
等
を
確
認
、
そ
の
旨
を
回
答

=
担
当
職
員
以
外
で
も
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
正
確
に

把
握
し
、
県
民
に
迅
速
に
回
答
で
き
た

◆
ケ
ー
ス
3

蓄
積
デ
ー
タ
の
活
用

･
G
I
S
地
図
表
示
か
ら
、
0
0
市
△
△
地
内
の
県

道
×
×
線
で
苦
情
が
多
い
こ
と
が
判
っ
た

↓
各
案
件
を
調
べ
る
と
、
歩
道
に
関
す
る
も
の
が
多

い
こ
と
が
判
明

↓
現
地
を
歩
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
し
修
繕
工
事
が
必
要

と
判
断
、
工
事
を
実
施

=
県
民
か
ら
の
情
報
を
元
に
、
通
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で

は
判
り
に
く
い
劣
化

･
損
傷
が
把
握
で
き
た

五

こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
の
集
計
結
果
に
つ
い
て

デ
ー
タ
集
計
の
一
例
と
し
て
｢通
報
内
容
｣
を
見
る
と
、

個
別
で
は

｢
(施
設
の
)
破
損
｣
が
一
番
多
い
も
の
の
、

｢穴
/
段
差

･
ひ
び
割
れ
｣
と
い
っ
た
舗
装
関
係
が
全
体

の
二
割
以
上
と
な
り
、
最
も
多
く
の
通
報
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。



過
程
で
新
た
な
問
題
等
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
引

き
続
き
機
能
の
追
加
･
向
上
を
進
め
て
い
け
ば
、
よ
り
幅

広
い
活
用
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
を
再
度
改

良
し
、
水
質
事
故
や
流
木
処
理
等
の
河
川
･
砂
防
施
設
に

関
す
る
情
報
へ
の
対
応
も
可
能
と
す
る
他
、
中
部
電
力
㈱

か
ら
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
元
に
、
電
柱
番
号
か
ら
位
置

を
検
索
す
る
機
能
も
追
加
す
る
予
定
で
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
岐
阜
県
で
の
取
組
み
が
、
苦
情
処
理

や
施
設
管
理
に
悩
む
各
機
関
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

除草 f06

　
　

　

　

　
　　

　
　

破

斑

第

　水
物
物

害
下
館

　
　

○通報内容 蛉
癩 230 鰡
舗装 (穴) 203 10

.
896

舗装 (段差･ひび割れ) 179 9
,
5%

剪定 伐採 108 5.8
%

草除 106 5
.
7%

鮴 91 鯛
湖 鋳 邸は

水たまり 盤 銚a

障害物 (落下物) “ 郡2

石藩 45 饑2

鱈 42 芻n乙
玉切れ 綿 鱗2

その他 674 鑑35

図 3 データ集計の一例
(通報内容、 平成 17 年 4月 ~ 平成 18 年 8月)

　　
玉

ま
た
、
｢剪
定
･
伐
採
/
除
草
/
倒
木
｣
な
ど
の
植
栽
･

樹
木
関
係
も
全
体
の
二
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す

(図
3
)。

六

今
後
の
課
題

本
格
運
用
か
ら
約
一
年
が
経
過
し
、
課
題
も
出
て
き
ま

し
た
。

○
案
件
の
登
録
と
分
類
の
徹
底

受
付
処
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
せ
ず
に
済
ま
せ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
や
、
通
報
内
容
を

｢落
石
｣
や

｢除
草
｣
な
ど
に
分
類
せ
ず
、
安
易
に

｢そ
の
他
｣

と
し
て
登
録
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。

↓
実
情
の
把
握
と
情
報
の
蓄
積
の
た
め
に
も
、
登
録

と
分
類
の
徹
底
が
必
要

○
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
有
効
活
用

本
格
運
用
か
ら

一
年
余
り
し
か
経
過
し
て
お
ら

ず
、
十
分
な
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い

↓
引
き
続
き
の
運
用
と
、
デ
ー
タ
の
活
用
手
法
の
検

討
が
必
要

こ
の
他
に
も
｢G
I
S
地
図
の
表
示
に
時
間
が
か
か
る
｣

等
の
指
摘
も
あ
り
、
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
く



二
審
判
決
〕
平
成
一
七
年
一
一
月
三
〇
日

千
葉
地
方
裁
判
所管

理
瑕
疵
に
つ
い
て
は
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の

瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て

い
る
こ
と
を
い
い
、
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
は
、
当
該
営

造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、
運
転
す
る
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
が

被
告
県
の
管
理
す
る
緑
石
と
接
触
し
、
自
転
車
ご
と
道
路

へ
転
倒
し
て
自
動
車
に
衝
突
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し

て
県
に
対
し
、損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
件
を
取
り
上
げ
、

通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
つ
い
て
の
裁
判
所
に
お
け
る
判

　 　 　
“

‐
‐ - 霊

断
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

事
案
の
概
要
等

本
件
は
、
原
告
ら
の
子
で
あ
る
A
が
自
転
車
で
走
行
中

に
運
転
手
C
の
運
転
す
る
普
通
貨
物
自
動
車
に
衝
突
し
て

死
亡
し
た
交
通
事
故
に
つ
い
て
、
原
告
ら
が
、
上
記
交
通

事
故
は
、
A
が
、
そ
の
進
行
方
向
に
被
告
E
が
所
有
占
有

し
て
い
た
境
界
塀
及
び
被
告
D
が
所
有
占
有
し
て
い
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
叩
き
の
添
え
土
台
が
あ
っ
た
た
め
、
運
転
す

る
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
が
被
告
県
の
管
理
す
る
緑
石
と
接
触

す
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
ず
、
自
転
車
ご
と
道
路
へ
転
倒
し

て
上
記
貨
物
自
動
車
に
衝
突
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し

て
、
被
告
ら
に
対
し
、
運
転
手
C
に
対
し
て
は
不
法
行
為

に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
基
づ
き
、
運
転
手
C
の
使
用

者
で
あ
り
上
記
貨
物
自
動
車
の
保
有
者
で
あ
る
被
告
B
運

送
に
対
し
て
は
使
用
者
責
任
及
び
自
動
車
損
害
賠
償
保
障

法

(以
下

｢自
賠
法
｣
と
い
う
。
)
三
条
に
よ
る
損
害
賠

償
請
求
権
に
基
づ
き
、
被
告
D
及
び
被
告
E
に
対
し
て

は
工
作
物
責
任
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
基
づ
き
、

被
告
県
に
対
し
て
は
営
造
物
責
任
に
よ
る
損
害
賠
償
請

求
権
に
基
づ
き
被
告
ら
の
共
同
不
法
行
為
責
任
を
追
及

し
て
、
A
の
逸
失
利
益
及
び
慰
謝
料
並
び
に
原
告
ら
固

有
の
積
極
損
害
及
び
慰
謝
料
の
合
計
額
か
ら
既
払
額
を

控
除
し
た
二
、
六
八
一
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
不
法

行
為
の
日
の
後
の
日
で
あ
る
平
成
一
三
年

一
〇
月

一
四

日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
年
五
分
の
割
合
に

よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
た
事
業
で
あ
る
。

1

前
提
事
実

=
本
件
事
故
の
発
生

ア

A
は
、
平
成

三

一年

一
〇
月
一
三
日
午
後
三
時

一
七
分
こ
ろ
、
千
葉
県
八
千
代
市
八
千
代
台
北
方

自
転
車
走
行
中
に
緑
石
に
接
触
し
た
た
め
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

自
動
車
に
衝
突
し
た
事
故
に
お
い
て
管
理
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
千
葉
県
道
自
転
車
転
倒
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



面
か
ら
千
葉
市
方
面
へ
県
道
幕
張
八
千
代
線

(以
下

｢本
件
県
道
｣
と
い
う
。)
沿
い
の
通
路

(本
件
県
道

か
ら
緑
石
線

[緑
石
が
複
数
個
連
ね
ら
れ
て
線
状
と

な
っ
て
い
る
部
分
]
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
、
当
該

緑
石
線
を
含
む
部
分
。
以
下
｢本
件
通
路
｣
と
い
う
。)

を
自
転
車
に
乗
っ
て
時
速
約
九
蝋
で
走
行
中
、
同
自

転
車
の
右
ペ
ダ
ル
が
本
件
通
路
上
に
設
置
さ
れ
て
い

た
緑
石

(以
下

｢本
件
緑
石
｣
と
い
う
。)
に
接
触

し
た
た
め
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
自
転
車
に
乗
っ
た
ま

ま
本
件
県
道
に
転
倒
し
た
と
こ
ろ
、
時
速
約
二
五
蹴

で
A
を
追
い
越
し
本
件
県
道
を
走
行
中
の
運
転
手
C

運
転
の
事
業
用
普
通
貨
物
自
動
車

(以
下
｢加
害
車

両
｣
と
い
う
。)
の
後
輪
に
よ
り
轢
過
さ
れ
、
脳
損

傷
に
よ
り
死
亡
し
た
。

イ

被
告
B
運
送
は
、
そ
の
運
送
業
務
の
た
め
に
加
害

車
両
を
運
行
の
用
に
供
し
て
い
た
。
ま
た
、
運
転
手

C
は
被
告
B
運
送
の
被
用
者
で
あ
っ
て
、
被
告
B
運

送
の
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
、
本
件
事
故
を
発
生
さ

せ
た
。

②
事
故
現
場
周
辺
の
状
況

ア

本
件
事
故
の
発
生
し
た
場
所

(以
下
｢本
件
事
故

現
場
｣
と
い
う
。)
は
、
本
件
県
道
と
船
橋
市
方
面

か
ら
八
千
代
台
南
方
面
に
延
び
る
市
道
と
が
交
差
す

る
、
信
号
機
に
よ
り
交
通
整
理
が
さ
れ
て
い
る
十
字

路
交
差
点
の
付
近
に
位
置
す
る
。

イ

本
件
県
道
は
、
片
側
一
車
線
、
幅
員
五
･
六
m
m

の
直
線
道
路
で
中
央
線

(黄
色
実
線
)
に
よ
り
交
互

通
行
と
な
っ
て
お
り
、
緑
石
等
に
よ
り
本
件
通
路
と

の
区
分
が
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
本
件
県
道
は
、
最

高
速
度
時
速
四
○
如
、
駐
車
禁
止
、
追
い
越
し
の
た

め
の
右
側
部
分
は
み
出
し
禁
止
の
交
通
規
制
が
さ
れ

て
い
た
。

ウ

本
件
事
故
当
時
、
本
件
県
道
の
沿
道
は
、
八
千
代

台
北
方
面
か
ら
本
件
事
故
現
場
の
約
一
〇
0
m
手
前

付
近
ま
で
は
被
告
県
に
よ
り
幅
員
の
広
い
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
い
た
が
、
上
記
約
一
〇
0
m
手
前
付
近
か

ら
本
件
事
故
現
場
の
約
二
三
m
手
前
付
近
ま
で
の
間

は
被
告
県
に
よ
り
買
収
は
さ
れ
た
も
の
の
拡
幅
は
さ

れ
ず
に
複
数
の
緑
石
に
よ
り
本
件
県
道
と
区
切
ら
れ

て
い
た
状
況
で
あ
り
、
ま
た
、
上
記
約
二
三
m
手
前

付
近
か
ら
本
件
事
故
現
場
ま
で
の
間
は
被
告
県
に
よ

る
買
収
も
完
了
し
て
お
ら
ず
、本
件
通
路
が
あ
っ
た
。

本
件
通
路
は
、
本
件
事
故
現
場
付
近
に
お
い
て
、

縁
石
を
含
め
て
0
･
八
m
の
幅
員
で
あ
り
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
の
部
分
が
側
溝
を
覆
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋

で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

エ

本
件
現
場
付
近
の
建
物
の
敷
地
は
、
被
告
E
所
有

の
土
地
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
土
地
は
被
告
D
共
有

の
土
地
と
隣
接
し
て
い
る
。
両
土
地
は
被
告
E
所
有

の
土
地
内
に
あ
る
高
さ
三
六
皿
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
境
界
塀

(以
下

｢本
件
塀
｣
と
い
う
。)
に
よ
り

隔
て
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
本
件
事
故
当
時
、
被
告

D
共
有
の
土
地
上
の
全
面
に
高
さ
約
九
･
五
皿
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
打
ち
付
け
ら
れ
(以
下
｢本
件
土
台
｣

と
い
う
。)、
本
件
土
台
は
本
件
塀
に
接
着
し
て
い

た
。
本
件
土
台
は
、
被
告
D
共
有
の
土
地
と
本
件
通

路
と
の
境
界
を
約
一
三
･
五
皿
越
境
し
て
い
た
。

オ

本
件
緑
石
は
、
水
平
方
向
か
ら
見
る
と
台
形
で
、

高
さ
一
五
皿
、
幅
一
人
伽
、
底
辺
の
長
さ
約
二
･
四

五
m
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の
で
あ
り
、
底
面
の

角
は
本
件
土
台
の
直
近
の
角
と
直
線
距
離
約
五
人
皿

の
位
置
に
あ
っ
た
。

力

被
告
県
は
、
平
成
一
二
年
三

月
二
九
日
、
被
告

E
及
び
被
告
D
と
の
協
議
の
結
果
、
本
件
通
路
側
に

せ
り
出
し
て
い
た
本
件
塀
及
び
本
件
土
台
の
幅
約
二

〇
節
の
部
分
を
削
り
取
っ
た
。

③

当
事
者

ア

A
は
平
成
元
年
九
月
一
〇
日
生
ま
れ
の
本
件
事
故

当
時
小
学
五
年
生
の
男
児
で
あ
っ
た
。

A
は
本
件
事
故
日
で
あ
る
平
成
三
一年
一
〇
月
一

三
日
午
後
四
時
0
0
分
に
脳
損
傷
に
よ
り
死
亡
し

た
。

イ

被
告
B
運
送
は
小
型
貨
物
自
動
車
運
送
業
等
を
目

的
と
す
る
資
本
金
五
〇
〇
万
円
の
有
限
会
社
で
あ

り
、
運
転
手
C
は
被
告
B
運
送
の
従
業
員
で
あ
る
。

運
転
手
C
は
、
本
件
事
故
に
関
し
、
平
成
一
三
年

三
月
三
〇
日
、
不
起
訴
処
分
と
な
っ
た
。

ウ

被
告
D
は
、
土
地
の
共
有
者
で
あ
り
、
本
件
土
台



を
所
有
占
有
し
て
い
る
。

エ

被
告
E
は
、
土
地
の
所
有
者
で
あ
り
、
本
件
塀
を

所
有
占
有
し
て
い
る
。

オ

被
告
県
は
、
本
件
県
道
及
び
通
路
を
管
理
す
る
地

方
公
共
団
体
で
あ
る
o

二

主
な
争
点
と
当
事
者
の
主
張

1

本
件
の
主
要
な
争
点
は
、
①
運
転
手
C
の
過
失
の
有

無
、
②
被
告
B
運
送
の
免
責
の
可
否
、
③
被
告
県
の
本

件
県
道
及
び
本
件
通
路
の
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
、
④
被

告
D
、
被
告
E
の
所
有
占
有
す
る
工
作
物
の
設
置
･
保

存
の
瑕
疵
の
有
無
、
⑤
過
失
割
合
、
⑥
本
件
事
故
と
相

当
因
果
関
係
を
有
す
る
原
告
の
損
害
の
額
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
争
点
③
及
び
争
点
⑤
に
関
す
る
当
事
者
の
主
張

を
取
り
上
げ
る
。

ー

争
点
③

(被
告
県
の
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
)
に
つ
い
て

=

原
告
ら
の
主
張

ア

通
常
の
用
法
に
つ
い
て

本
件
通
路
を
自
転
車
に
よ
り
通
行
す
る
こ
と
は
通

常
の
用
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
通
路
は
、
多

く
の
人
が
、
自
転
車
に
よ
る
通
行
が
便
利
又
は
必
要

で
あ
る
と
い
う
事
情
か
ら
、
自
転
車
に
乗
っ
て
通
行

し
て
お
り
、
他
方
で
歩
行
者
の
数
は
多
く
は
な
い
も

の
で
あ
る
。
本
件
通
路
及
び
本
件
県
道
の
幅
員
は
、

本
件
事
故
現
場
付
近
に
お
い
て
狭
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
本
件
県
道
上
の
白
線
と
本
件
通
路
の
間
の
部
分

を
自
転
車
に
乗
っ
て
通
行
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り

困
難
で
あ
る
か
ら
、
や
む
を
得
ず
本
件
通
路
を
通
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
本
件
通
路
に

自
転
車
の
通
行
禁
止
を
解
除
す
る
旨
の
標
識
が
な
い

か
ら
と
い
っ
て
通
行
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
不
当
で

あ
る
。

イ

最
高
制
限
速
度
の
低
減
措
置
の
解
怠
に
つ
い
て

被
告
県
は
、
本
件
県
道
の
幅
員
が
狭
小
な
も
の
で

あ
る
た
め
、
最
高
制
限
速
度
を
時
速
二
0
m
に
す
る

な
ど
の
交
通
規
制
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
こ
れ
を
怠
っ
た
。

ウ

緑
石
の
低
位
化
及
び
R
化

(角
に
緩
い
丸
み
を
つ

け
る
こ
と
)
等
の
必
要
措
置
の
解
怠
に
つ
い
て

本
件
通
路
は
、
本
件
県
道
と
の
段
差
が
な
い
こ
と

や
十
分
な
幅
員
も
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
補

う
た
め
に
緑
石
線
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
件

緑
石
を
よ
り
低
位
化
し
、
ま
た
は
R
化
し
て
い
れ
ば

A
の
運
転
す
る
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
は
こ
れ
に
接
触
し

な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
県
は
こ
れ
ら
の
措
置

を
実
施
す
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を

怠

っ
た
。

エ

本
件
現
場
付
近
へ
の
誘
導
看
板
設
置
等
の
解
怠
に

つ
い
て

被
告
県
は
、
本
件
県
道
及
び
本
件
通
路
は
狭
小
で

あ
る
た
め
、
本
件
通
路
を
通
行
す
る
者
に
と
っ
て
本

件
県
道
を
通
る
車
両
が
す
ぐ
側
を
通
過
し
危
険
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
元
八
千
代
市
と
も
協
議
す
る
な
ど

し
て
本
件
県
道
の
道
路
状
況
の
改
善
が
実
現
す
る
ま

で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
本
件
現
場
付
近
に
適
当
な

誘
導
看
板
を
設
置
さ
せ
る
等
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ

っ
た
の
に
こ
れ
を
怠

っ
た
。

②

被
告
県
の
主
張

ア

通
常
の
用
法
に
つ
い
て

本
件
通
路
を
自
転
車
に
よ
り
通
行
す
る
こ
と
は
通

常
の
用
法
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
件
通
路
は
緑

石
線
に
よ
っ
て
車
道
と
区
別
さ
れ
歩
道
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
歩
行
者
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
本
件
県
道
の
側
端
に
は
走
行
に
支
障
を
及

ぼ
す
よ
う
な
障
害
物
が
な
い
以
上
、
自
転
車
は
本
件

県
道
側
端
を
走
行
す
べ
き
で
あ
り
、
歩
道
で
あ
る
本

件
通
路
を
走
行
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。

イ

最
高
制
限
速
度
の
低
減
措
置
の
慨
怠
に
つ
い
て

本
件
県
道
の
制
限
速
度
の
決
定
権
限
は
千
葉
県
公

安
委
員
会
が
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
同
委
員
会

は
制
限
速
度
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
道
路
管
理
者

で
あ
る
被
告
県
と
協
議
す
る
こ
と
な
く
独
自
の
判
断

で
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
県
に
最
高
制

限
速
度
の
低
減
措
置
を
探
る
義
務
は
な
い
。

ウ

緑
石
の
低
位
化
及
び
R

化
等
の
必
要
措
置
の
慨

怠
に
つ
い
て



緑
石
は
車
道
と
歩
道
と
を
区
画
し
、
車
両
の
歩
道

へ
の
立
ち
入
り
を
困
難
に
し
て
歩
行
者
の
通
行
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
を
低
位
化
す
れ
ば
本
件
通
路
へ
の
車

両
の
進
入
を
許
し
、
歩
行
者
の
通
行
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
低
位

化
し
な
い
こ
と
を
瑕
疵
と
す
る
原
告
の
主
張
は
失
当

で
あ
る
。

ま
た
、
緑
石
を
R
化
し
な
い
こ
と
を
瑕
疵
と
す
る

原
告
の
主
張
は
、
自
転
車
に
よ
る
歩
道
通
行
を
前
提

と
す
る
点
で
失
当
で
あ
る
。

本
件
緑
石
の
形
状
は
歩
行
者
の
歩
行
に
支
障
を
き

た
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
設
置
に
瑕
疵
は
な
い
。

エ

本
件
現
場
付
近
へ
の
誘
導
看
板
設
置
等
の
慨
怠
に

つ
い
て

そ
も
そ
も
誘
導
看
板
は
道
路
工
事
等
の
際
に
設
置

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道

路
標
示
に
関
す
る
命
令
に
は
、
原
告
主
張
の
よ
う
な

標
識
は
存
在
し
な
い
。

2

争
点
⑥

(過
失
割
合
)
に
つ
い
て

の

被
告
県
の
主
張

ア

本
件
事
故
現
場
は
自
転
車
で
の
走
行
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
A
は
、
自
転
車
を
押
し
て
歩
行
す
べ

き
で
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を
怠
り
、
あ
え
て
自
転
車
に

乗
っ
て
走
行
し
た
過
失
が
あ
る
。

イ

例
外
的
に
自
転
車
が
歩
道
を
走
行
す
る
場
合
で
さ

え
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

A
は
幅
員
七
五
皿
し
か
な
い
本
件
通
路
を
時
速
三

皿
以
上
の
速
度
で
走
行
す
る
と
い
う
無
謀
な
運
転
を

し
た
過
失
が
あ
る
。

②

原
告
ら
の
主
張

ア

A
が
通
行
し
て
い
た
本
件
通
路
は
、
歩
行
者
自
転

車
道
に
準
ず
る
国
有
の
公
衆
用
道
路
で
あ
っ
て
、
道

路
法
及
び
道
路
交
通
法
上
の
歩
道
で
は
な
い
か
ら
、

自
転
車
で
の
走
行
は
許
さ
れ
て
い
る
。

本
件
通
路
上
の
バ
ス
停
近
く
に
所
在
す
る
自
転
車

の
通
行
を
許
可
す
る
旨
の
標
識
は
、
そ
の
南
側

(本

件
事
故
現
場
方
向
)
に
歩
道
が
あ
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

イ

A
が
本
件
緑
石
に
乗
っ
て
い
る
自
転
車
の
ペ
ダ
ル

を
接
触
さ
せ
た
の
は
、
加
害
車
両
に
至
近
距
離
に
お

い
て
追
い
抜
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
本
件
県
道
側
へ
蛇

行
し
た
こ
と
及
び
本
件
緑
石
が
低
位
化
及
び
ヵ
化
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
の
で
あ
っ

て
、A
に
被
告
ら
が
主
張
す
る
よ
う
な
過
失
は
な
い
。

2

上
記
以
外
の
争
点
の
主
張
に
つ
い
て
は
割
愛
し
、
裁

判
所
の
判
断
に
つ
い
て
の
み
最
後
に
紹
介
す
る
こ
と
と

す
る
。

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

争
点
③

(被
告
県
の
本
件
県
道
及
び
本
件
通
路
の
管

理
の
瑕
疵
の
有
無
)
に
つ
い
て

①
以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

ア

本
件
通
路
に
は
、
路
上
に
所
在
す
る
バ
ス
停
留

所
付
近
の
電
柱
に
は
、
千
葉
市
方
面
か
ら
八
千
代

台
北
方
面
に
向
け
て
は

｢こ
の
歩
道
は
自
転
車
も

と
お
れ
ま
す

こ
こ
か
ら
｣
と
記
載
さ
れ
た
道
路

標
識
が
設
置
さ
れ
、
同
道
路
標
識
の
裏
面
す
な
わ

ち
八
千
代
台
北
方
面
か
ら
千
葉
市
方
面
に
向
け
て

は

｢こ
の
歩
道
は
自
転
車
も
と
お
れ
ま
す

こ
こ

ま
で
｣
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

イ

本
件
事
故
現
場
付
近
の
自
治
会
に
は
、
本
件
事

故
以
前
か
ら
、
本
件
通
路
に
つ
い
て
、
狭
く
て
危

険
で
あ
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
住
民
か
ら
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

②
被
告
県
は
、
上
記
①
ァ
の
よ
う
な
道
路
標
識
が
本

件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
通
路
に
は
な
い
こ
と
か

ら
、
同
所
は
自
転
車
で
の
通
行
が
禁
止
さ
れ
た
歩
道

で
あ
り
、
本
件
県
道
の
側
端
に
走
行
に
支
障
を
及
ぼ

す
よ
う
な
障
害
物
が
な
か
っ
た
以
上
、
本
件
通
路
を

自
転
車
で
走
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
A
は
本
件
通
路
を
自
転
車
で
時
速
九
皿
以
上

の
速
度
で
走
行
し
た
と
し
て
、
A
が
本
件
通
路
の
通

常
の
用
法
を
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
る
旨
主
張
す
る
。



確
か
に
、上
記
①
ア
の
道
路
標
識
の
記
載
か
ら
は
、

あ
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
も
本

制
限
速
度
時
速
四
○
如
を
時
速
二
〇
如
に
低
減
す

八
千
代
台
北
方
面
に
向
か
っ
て
は
自
転
車
に
よ
り
通

行
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
が
、
千
葉
市
方
面
に

向
か
っ
て
は
自
転
車
に
よ
る
通
行
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

も
と
よ
り
、
営
造
物
の
通
常
の
用
法
に
即
し
な
い

行
動
の
結
果
事
故
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
営
造
物
と

し
て
本
来
具
有
す
べ
き
安
全
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が

な
く
、
そ
の
行
動
が
設
置
管
理
者
に
お
い
て
通
常
予

測
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
事
故
が
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
通
常
の
用
法
と
は
、
当
該
営
造

物
の
利
用
状
況
等
の
実
態
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
営
造
物
に
形
式
的
に
予

定
さ
れ
た
用
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
。

そ
し
て
、
本
件
県
道
の
車
線
の
幅
員
は
二
･
八
m

で
あ
っ
て
、
本
件
県
道
を
自
転
車
で
走
行
す
れ
ば
す

ぐ
そ
の
脇
を
車
両
が
通
過
す
る
と
い
う
危
険
な
状
態

と
な
る
こ
と
や
、
八
千
代
台
北
方
面
か
ら
見
る
と
本

件
事
故
現
場
の
約
一
O
o
m
手
前
に
ま
で
は
自
転
車

で
の
走
行
が
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
上

記
方
面
か
ら
自
転
車
で
走
行
し
て
き
た
者
は
、
本
件

県
道
を
走
行
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま

本
件
通
路
上
を
走
行
し
よ
う
と
考
え
や
す
い
状
況
に

件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
通
路
を
そ
の
ま
ま
自
転
車

で
走
行
し
て
い
る
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
来
は
本
件
事
故
現
場
付
近
の
本

件
通
路
上
に
お
い
て
は
、
自
転
車
か
ら
降
り
て
自
転

車
を
引
い
て
歩
行
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
当
該
通
路

の
利
用
状
況
等
の
実
態
に
基
づ
い
て
そ
の
用
法
を
判

断
す
る
と
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
通
路
上
に

お
い
て
も
自
転
車
に
乗
っ
た
ま
ま
走
行
す
る
こ
と
が

通
常
の
用
法
に
即
し
な
い
行
動
で
あ
る
と
は
い
い
が

た
い
。

③
ア

原
告
ら
は
、
被
告
県
の
本
件
県
道
及
び
本
件
通

路
の
管
理
等
の
瑕
疵
に
つ
い
て
、
①
最
高
制
限
速

度
の
低
減
措
置
の
慨
怠
、
②
緑
石
の
低
位
化
及
び

R
化
等
の
必
要
措
置
の
慨
怠
、
③
本
件
現
場
付
近

へ
の
誘
導
看
板
設
置
等
の
解
怠
を
主
張
す
る
。

イ

し
か
し
、
①
に
つ
い
て
は
、
制
限
速
度
の
決
定

権
限
は
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
有
し
て
い
る
も

の
で
あ
り

(道
路
交
通
法
四
条
一
項
)、
都
道
府

県
公
安
委
員
会
は
道
路
管
理
者
と
の
協
議
を
経
る

こ
と
な
く
独
自
の
権
限
で
決
定
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
最
高
制
限
速
度
を
低

減
す
る
措
置
を
探
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

管
理
を
慨
怠
し
て
い
る
と
は
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
県
が
本
件
県
道
の
最
高

る
措
置
を
探
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
被
告

県
の
本
件
県
道
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。

ウ

②
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
緑
石
は
車
道
か
ら

車
両
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
高
さ
約
一
五
皿
の
本
件
緑

石
を
さ
ら
に
低
位
化
し
て
し
て
し
ま
う
と
そ
の
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
、
ま
た
、
本
件
県
道
に
つ
い
て
、
緑
石
の
高

さ
が
高
す
ぎ
た
こ
と
に
よ
り
本
件
事
故
以
前
に
危

険
な
事
故
が
発
生
し
た
あ
る
い
は
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
事
実
は
認
め
ら
れ
な

い
か
ら
、
被
告
県
に
、
本
件
通
路
上
に
あ
っ
た
緑

石
を
低
位
化
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な

い
。
よ
っ
て
、
緑
石
を
低
位
化
し
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
本
件
通
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
緑
石
を
R
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

本
件
緑
石
が
角
張
っ
て
い
た
こ
と
が
本
件
事
故
の

発
生
原
因
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま

た
、
R
化
し
て
い
た
と
し
て
も
垂
直
方
向
に
回
転

し
て
い
る
ペ
ダ
ル
が
本
件
緑
石
に
接
触
し
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
被
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告
県
が
本
件
緑
石
を
R
化
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
本
件
通
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は



認
め
ら
れ
な
い
。

エ

③
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
故
以
前
か
ら
、
本
件

通
路
の
狭
さ
の
た
め
、
そ
こ
を
通
行
す
る
者
の
す

ぐ
側
を
車
両
が
通
過
す
る
よ
う
な
危
険
な
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
誘
導
看
板
の
設

置
義
務
が
発
生
す
る
法
的
根
拠
が
明
ら
か
で
は
な

く
、
ま
た
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
通
行
者
に
対

し
て
は
本
件
事
故
現
場
か
ら
八
千
代
台
北
方
面
の

約
一
〇
0
m
先
の
地
点
に
お
い
て
そ
の
地
点
ま
で

し
か
自
転
車
で
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の

道
路
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

被
告
県
が
本
件
現
場
付
近
に
誘
導
看
板
等
を
設
置

す
る
な
ど
の
措
置
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
本
件
通
路
の
管
理
を
怠
っ
て
い
た
と
は
い
え

ず
、
よ
っ
て
、
そ
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は

い
え
な
い
。

④
確
か
に
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
事
故
現
場
付
近

の
本
件
通
路
の
状
態
は
、
八
千
代
台
北
方
面
か
ら
本

件
事
故
現
場
の
約
一
〇
0
m
手
前
付
近
ま
で
所
在
す

る
歩
道
と
は
異
な
り
整
備
が
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、

通
常
の
用
法
を
前
提
と
す
る
限
り
、
狭
縊
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
件
事
故
以
前
か
ら
付
近
住
民

か
ら
の
不
安
の
声
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
が
不
可
能
で
あ
っ
た
諸
事
情
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

被
告
県
が
何
ら
の
対
応
も
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
と

こ
ろ
、
折
し
も
本
件
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
も

の
で
あ
る
。

上
記
の
と
お
り
本
件
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
は
被

告
県
が
何
ら
の
対
応
も
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
原
告
ら
が
非
難
す
る
心
情
は
理
解
で
き
る
が
、

被
告
県
に
は
本
件
県
道
及
び
本
件
通
路
に
つ
い
て
の

管
理
の
瑕
疵
が
あ
る
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

は
前
記
③
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
被
告
県
は
法
的

責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。

2

結
論

被
告
県
に
対
す
る
各
請
求
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
か

ら
、
こ
れ
を
棄
却
す
る
。

3

そ
の
他
の
主
要
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
も

参
考
と
し
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

1

争
点
①

(運
転
手
C
の
過
失
の
有
無
)
に
つ
い
て

運
転
手
C
に
は
、
別
図
の
②
地
点
で
自
転
車
を
運
転
す

る
A
を
発
見
し
た
際
に
、
A
が
本
件
県
道
に
入
っ
て
く
る

等
の
可
能
性
を
考
え
、
い
つ
で
も
加
害
車
両
を
停
止
で
き

る
よ
う
な
速
度
で
徐
行
す
る
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
転
手
C
は
、
別
図
の
②
地
点
に

お
い
て
A
を
発
見
し
た
後
、
信
号
交
差
点
が
あ
る
と
い
う

理
由
か
ら
時
速
二
五
蹴
に
減
速
し
た
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ

以
上
の
減
速
は
せ
ず
に
進
行
し
た
の
で
あ
り
、
上
記
徐
行

義
務
を
解
怠
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
、
運
転
手
C
に
は
過
失

が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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2

争
点
②

(被
告
B
運
送
の
免
責
の
可
否
)
に
つ
い
て

上
記
ー
の
と
お
り
、
運
転
者
で
あ
る
運
転
手
C
に
過
失

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
告
B
運
送
が
主
張
す
る
他

の
要
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
ま
で
も
な
く
、
被
告
B
運
送

は
、
自
賠
法
三
条
た
だ
し
書
所
定
の
免
責
の
要
件
を
充
た

さ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
民
法
七
一
五
条
一
項
た
だ
し
書
き
の
免

責
は
と
も
か
く
、
被
告
B
運
送
の
自
賠
法
三
条
た
だ
し
書

の
免
責
は
認
め
ら
れ
ず
、
被
告
B
運
送
は
連
行
供
用
者
責

任
を
負
う
。

3

争
点
⑤

(過
失
割
合
)
に
つ
い
て

本
件
事
故
は
、
A
が
運
転
す
る
自
転
車
の
ス
ピ
ー
ド
を

い
っ
た
ん
落
と
し
た
後
、
兄
か
ら
先
に
行
け
と
身
振
り
で

指
示
さ
れ
、
ま
っ
す
ぐ
進
行
方
向
を
向
い
て
前
方
を
注
視

し
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
時
速
約
九
蹴
で
自
転
車
を

運
転
し
始
め
た
が
、
本
件
緑
石
に
接
触
し
た
た
め
に
そ
の

意
思
に
反
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
本
件
県
道
に
転
倒
し
た

と
こ
ろ
、
徐
行
義
務
を
果
た
さ
ず
に
進
行
中
の
運
転
手
C

運
転
の
加
害
車
両
の
後
輪
に
轢
遇
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

上
記
の
本
件
事
故
に
至
る
経
緯
及
び
そ
の
態
様
、
本
件



通
路
は
自
転
車
の
走
行
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
A
は
自
転

車
か
ら
降
り
て
押
し
て
歩
行
す
る
な
ど
の
方
法
を
と
り
得

た
こ
と
、
並
び
に
A
は
本
件
事
故
当
時
小
学
五
年
生
の
児

童
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
諸
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
本
件

事
故
発
生
に
つ
い
て
の
過
失
割
合
は
、
A
が
四
割
、
運
転

手
C
が
六
割
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

な
お
、
被
告
運
転
手
C
及
び
被
告
B
運
送
は
、
原
告
ら

が
A
に
対
し
、
本
件
通
路
が
自
転
車
で
の
走
行
を
禁
止
さ

れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
こ
と
及
び
本
件
通
路
を
通
行
す
る

際
に
は
自
転
車
か
ら
降
り
て
自
転
車
を
押
し
て
歩
く
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
指
導
し
な
か
っ
た
と
い
う
過
失
が
あ
る
旨

主
張
し
、
こ
れ
を
過
失
割
合
の
算
定
に
お
い
て
掛
酌
す
べ

き
だ
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
原
告
ら
の
指
導
不
足
は
本

件
事
故
発
生
に
つ
い
て
直
接
の
因
果
関
係
を
有
す
る
も
の

で
は
な
く
、
A
の
過
失
と
一
体
の
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ

る
か
ら
、
過
失
割
合
の
算
定
に
お
い
て
別
途
考
慮
す
る
こ

と
は
相
当
で
な
い
。

4

争
点
④

(被
告
D
、
被
告
E
の
所
有
占
有
す
る
工
作

物
の
設
置
･
保
存
の
瑕
疵
の
有
無
)
に
つ
い
て

本
件
塀
に
つ
い
て
は
、
被
告
E
の
所
有
す
る
土
地
内
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
本
件
事
故
以
前
に
本
件
塀
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
危
険
な
事
故
が
発
生
し
て
い
た
と
い
う
よ
う

な
事
情
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
他
方
、
A
は
運
転

し
て
い
た
自
転
車
の
右
ペ
ダ
ル
を
本
件
緑
石
に
接
触
さ
せ

た
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
本
件
県
道
に
倒
れ
た
も
の

で
あ
り
、
本
件
塀
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
て
本
件
県
道
に
倒
れ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
被
告
E
が
本
件
塀
を
所
有
占
有
し
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
保
存
に
瑕
疵
が
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
本
件
土
台
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
に

よ
り
本
件
現
場
付
近
の
本
件
通
路
が
狭
縊
に
な
っ
て
お

り
、
通
行
に
や
や
危
険
を
感
じ
る
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
が
、
A
が
約

一
･
五

m
先
に
あ
っ
た
本
件

土
台
を
避
け
よ
う
と
し
て
右
側
に
寄
っ
た
結
果
、
本
件
緑

石
に
接
触
し
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り

る
的
確
な
証
拠
は
な
い
か
ら
、
仮
に
被
告
D
が
本
件
土
台

を
所
有
占
有
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
保
存
に
瑕
疵

が
あ
る
と
し
て
も
、
A
の
死
亡
の
結
果
と
の
間
に
は
相
当

因
果
関
係
が
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
原
告
ら
の
主
張
は
、
採
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

N
n

　

メ

至
千
葉
市
方
面
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図
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↓ 至 八千代市八千代台南方面



艦れ鬱⑭鱗鱗

秩
父
路
の
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力
ア
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写真 1 芝桜の丘と遠景の武甲山

栃木

◆
は
じ
め
に

埼
玉
県
の
新
名
所
と
し
て
芝
桜
の

丘
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
昨
年

五
月
の
大
型
連
休
中
に
は
約
五
八
万

人
が
来
訪
し
、
全
国
の
祭
り
や
行
楽

地
へ
の
人
出
で
全
国
ト
ッ
プ
齢
に
入

る
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。
約
三
五

埼
玉
県
東
京
事
務
所

津
久
井

千
章

万
株
の
白
、
ピ
ン
ク
、
赤
な
ど
様
々

な
色
の
芝
桜
が
咲
き
乱
れ
、
ま
る
で

流
麗
な
絨
毯
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に

な
り
ま
す

(写
真
ー
)。

こ
の
新
名
所
は
、
幾
重
に
も
織
り

成
す
山
々
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然

や
旧
跡
名
所
が
残
る
秩
父
に
あ
り
ま

す
。

秩
父
地
方

(図
1
)
に
は
、
こ
の

よ
う
な
新
名
所
の
ほ
か
、
静
寂
な
山

村
と
美
し
い
自
然
の
風
光
を
背
景
に

巡
る
秩
父
巡
礼
、
日
本
三
大
曳
山
祭

り
の
一
つ
の

｢秩
父
夜
祭
り
｣
、
｢秩

父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
｣
な
ど
の
レ
ジ

ャ
ー
施
設
、
雄
大
な
山
々
と
渓
谷
に

彩
ら
れ
る
秋
の
紅
葉
な
ど
歴
史
あ
る

行
事
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
道
の
駅
大
滝
温

泉
を
は
じ
め
日
帰
り
温
泉
施
設
が
多

く
あ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
身
を
心

地
よ
く
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

首
都
圏
か
ら
比
較
的
短
時
間
に
来
訪

で
き
る
こ
と
も
、
観
光
魅
力
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

図 l 秩父地方の位置図

◆
秩
父
へ
通
ず
る
道
"秩

父
路
“

秩
父
地
方
の
歴
史
は
古
く
、
日
本

最
古
と
言
わ
れ
る
流
通
貨
幣

｢和
同

開
弥
｣
が
鋳
造
さ
れ
、
室
町
時
代
に

は
秩
父
巡
礼
が
成
立
し
、
江
戸
時
代

か
ら
は
絹
の
生
産
が
発
達
し
ま
し

た
。
明
治
時
代
の
自
由
民
権
運
動
の

先
駆
け
で
あ
る

｢秩
父
事
件
｣
を
経

て
、
大
正
時
代
か
ら
は
武
甲
山
の
石

　套
を

西から東から

群馬



写真2 秩父盆地
(中央左が秩父公園橋、右上が武甲山)

灰
岩
採
掘
に
よ
る
セ
メ
ン
ト
産
業
の

ま
ち
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た

(写

真
2
)。

秩
父
地
方
へ
の
主
な
ア
ク
セ
ス
経

路
で
あ
る
一
般
国
道
一
四
〇
号
に
お

い
て
も
、
古
く
は
秩
父
往
還
と
呼
ば

れ
、
ま
ち
の
発
展
と
相
ま
っ
て
江
戸

時
代
に
は
巡
礼
の
道
と
し
て
賑
わ

い
、
多
く
の
絹
商
人
が
往
来
し
て
い

ま
し
た
。

一
般
国
道

一
四
〇
号
の
沿
道
に

は
、
歴
史
の
面
影
を
残
す
旧
跡
名
所

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
秩
父

連
峰
の
雄
大
な
山
々

や
時
折
見
せ
る
荒
川

の
川
面
、
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
鉄
道
駅

舎
、
様
々
な
年
代
の

道
路
橋
、
鉄
道
橋
や

ダ
ム
等
の
土
木
構
造

物
な
ど
場
所
や
視
点

を
変
え
れ
ば
景
色
の

移
り
変
わ
り
を
楽
し

め
る
な
ど
、
秩
父
地

方
の
観
光
を
一
層
引

き
立
て
る
要
素
を
持

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
秩
父
路
、

一
般
国
道
一
四
〇
号
は
、
平
成
一
人

年
五
月
に
日
本
風
景
街
道

(シ
ー
ニ

ッ
ク

･
バ
イ
ウ
エ
イ

･
ジ
ャ
パ
ン
)

の
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
地
域
で
活
動
す
る
N

P
O
団
体
を
中
心
に
、景
観
づ
く
り
、

環
境
づ
く
り
、
観
光
振
興
を
目
的
と

し
て
、
様
々
な
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

◆
多
様
な
主
体
が
参
画
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

秩
父
路
の
魅
力
向
上
を
目
指
し
、

N
P
O
団
体
、
観
光
や
交
通
な
ど
の

関
係
団
体
、行
政
(国
･
県
･
市
町
)、

学
識
経
験
者
で
構
成
す
る

｢秩
父
路

魅
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
｣
が
平
成
一
七
年
度
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
一
七
年
度
は
、
一
般
国
道
一

四
〇
号
に
つ
い
て
、
主
要
交
通
拠
点

で
あ
る
関
越
自
動
車
道
･
花
園
I
C

か
ら
秩
父
地
方
へ
至
る
約
七
〇
皿
間

に
つ
い
て
共
同
点
検
を
行
い
、
景
観

皆野町

小鹿野町

図 2 一般国道140号ルートと活動エリア



に
関
す
る
改
善
方
策
な
ど
を
検
討
し

ま
し
た

(図
2
)
。

平
成
一
八
年
度
に
は
、
事
務
局
が

国
か
ら
県
に
移
管
さ
れ
、
こ
う
し
た

改
善
計
画
を
基
本
と
し
つ
つ
、
日
本

風
景
街
道
と
い
う
新
た
な
動
き
を
踏

ま
え
、
沿
道
も
含
め
た
道
路
風
景
づ

く
り
と
し
て
、
活
動
内
容
も
地
域
全

体
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

◆
魅
力
ア
ッ
プ
に
向
け
た

様
々
な
取
組
み

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
現

在
、
主
に
、
以
下
の
三
つ
の
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

.
景
観
間
伐
モ
デ
ル
事
業

･
エ
コ
ハ
イ
ク
ツ
ア
ー
調
査
事
業

･
周
遊
バ
ス
ツ
ア
ー
&
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

景
観
間
伐
モ
デ
ル
事
業
は
、
一
般

国
道
一
四
〇
号
の
沿
道
の
ス
ギ
･
ヒ

ノ
キ
な
ど
を
伐
採
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
良
好
な
道
路
景
観
の
形
成
を
図

る
も
の
で
す
。
景
観
間
伐
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
視
点
か
ら
の
風
景
づ
く
り

に
加
え
、
カ
ー
ブ
に
お
け
る
視
距
の

確
保
や
冬
季
の
路
面
凍
結
対
策
、
健

全
な
森
林
の
維
持
な
ど
の
効
果
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す

(写
真
3
)。

ま
た
、
エ
コ
ハ
イ
ク
ツ
ア
ー
調
査

事
業
で
は
、
一
般
の
方
々
に
、
道
の

駅
周
辺
で
良
好
な
道
づ
く
り
や
景
観

づ
く
り
の
観
点
か
ら
調
査
を
行
っ
て

頂
き
、
コ
ー
ス
上
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
魅
力
や
改
善
点
を
調
査
し
、
ま

と
め
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
そ
の
結

果
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
提
案

し
て
い
く
予
定
で
す
。

募
集
し
、
参
加
者
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
N
P
O
団

ア
地
域
通
貨
〃ち
ち
ぶ
魅
力
ア
ッ
プ

体
が
主
体
と
な
っ
て
、
実
施
し
て
い

券
“
(｢
一
、
0
0
0
べ
い
｣
で
秩
父

く
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
に

路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
商
品
券
一
、
0
0

あ
わ
せ
て
、
県
で
も
、
地
域
通
貨
を

0
円
相
当
と
交
換
可
能
)
を
発
行
す

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事

る
も
の
で
す

(写
真
4
･
5
)。
こ
れ

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
景
観
間
伐
の

に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
地
元
商
店

中
で
も
比
較
的
軽
作

業
で
あ
る
枝
打
ち
な

ど
に
つ
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
者
を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4 :左) と
貨 ｢ちちぷゞ魅力アップ券 (写真 5 :右)

秩父路ボランティア商品券 (写真 4 :左) と
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街
活
性
化
を
同
時
に
図
る
と
い
う
新

し
い
仕
組
み
づ
く
り
の
分
析
及
び
検

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

ち
ち
ぶ
魅
力
ア
ッ
プ
券
の
単
位
で
あ

る

｢
べ
い
｣
は
、
秩
父
地
方
で
使
わ

れ
て
い
る
方
言
が
由
来
と
な
っ
て
い

ま
す
。

三
つ
目
の
周
遊
バ
ス
ツ
ア
ー
及
び

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
三
月

一
〇
日
、

一
一
日
に
か
け
て
行
う
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
一
〇
日
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、

秩
父
地
域
外
の
方
々
に
旧
宿
場
町
な

ど
の
歴
史
資
源
を
探
訪
し
て
も
ら
い

ま
す
。
ま
た
、
三

日
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
今
年
度
の
チ
ー
ム
の
活

動
報
告
に
加
え
、
｢五
感
で
感
じ
る

秩
父
路
風
景
づ
く
り
｣
を
テ
ー
マ
に

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
を
行
い
、
秩
父
の
地
域
づ
く
り
の

担
い
手
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
地
域
の
"光

“
の
発
信
をめ

ざ
し
て

道
は
、
古
く
か
ら
人
と
の
交
流
、

物
流
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
あ
る

と
と
も
に
、
祭
り
な
ど
様
々
な
文

写真 7 祭りの舞台としての道路 (秩父夜祭り)

化

･
芸
能
活
動
の
舞
台
空
間
と
し
て

も
機
能
し
て
い
ま
す
。

国
の
観
光
立
国
行
動
計
画
に
、

｢観
光
の
原
点
は
、
た
だ
単
に
名
所

や
風
景
な
ど
の

｢光
を
観
る
｣
こ
と

だ
け
で
な
く
、
一
つ
の
地
域
に
住
む

人
々
が
そ
の
地
に
住
む
こ
と
に
誇
り

を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
幸
せ
を
感
じ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域

が

｢光
を
示
す
｣
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
観
光
は
、
国

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
と
密
接
に
か
か
わ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
。｣
と
あ
り
ま
す
。

秩
父
路
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
の
ま
ち

づ
く
り
で
な
く
、
地
域
で
活
動
す
る

N
P
O
団
体
や
地
域
住
民
の
主
体
的

な
取
組
を
行
政
が
支
え
る
と
い
う
新

た
な
仕
組
み
を
維
持

･
拡
充
し
、
多

様
な
主
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
、
地
域
に
存
す
る
人
、
モ
ノ
、

コ
ト
の

｢光
｣
を
発
見

･
創
造
し
、

全
国
に
発
信
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

写真6 秩父往還と栃本の耕地
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お

な
り

千
葉
古
街
道

ー
御
成
街
道
ー

千
葉
市
は
、
大
正
一
〇
年

(
一
九

二
一
年
)
に
、
人
口
三
万
余
人
で
市

制
を
施
行
し
、
昭
和
一
二
年
か
ら
隣

接
町
村
と
の
合
併
に
よ
り
市
域
を
拡

大
し
、
県
内
の
政
治
、
経
済
、
文
化

の
中
心
地
と
し
て
、
ま
た
、
交
通
の

要
衝
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
昭
和
二
〇
年
の
太
平
洋
戦
争
の

戦
災
に
よ
り
中
心
市
街
地
の
約
七
割

を
焼
失
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
復

興
に
努
め
、
昭
和
二
五
年
に
川
崎
製

鉄

(現
在
の
J
F
E
)
、
昭
和
二
九

年
に
は
東
京
電
力
等
を
誘
致
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
消
費
都
市
か
ら
生

産
都
市
へ
と
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
〇
年
に
は
千
葉
港

が
特
定
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
、
現

在
で
は
全
国
有
数
の
貨
物
取
扱
量
を

誇
る
、
国
際
貿
易
港
と
な
っ
て
お
り

千
葉
市
東
京
事
務
所

春
日

ま
す
。

昭
和
四
〇
年
代
に
は
、
内
陸
工
業

団
地
、
大
規
模
な
住
宅
団
地
が
次
々

と
開
発
さ
れ
る
と
共
に
京
菓
工
業
地

帯
の
中
心
都
市
と
し
て
臨
海
部
の
開

発
が
行
わ
れ
、
埋
立
て
造
成
に
よ
る

人
口
一
五
万
人
の
海
浜
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
昭
和
四
六

年
に
は
人
口
五
〇
万
人
に
達
し
ま
し

た
。ま

た
、
平
成
四
年
四
月
一
日
に
、

全
国
で
三
一番
目
の
政
令
指
定
都
市

と
な
り
、
平
成
一
三
年
に
は
市
制
施

行
八
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在

は
、
人
口
は
約
九
三
万
人
を
擁
し
て

い
ま
す
。

千
葉
古
街
道
-
御
成
街
道
、
そ
れ

は
、
徳
川
将
軍
の
鷹
狩
り
用
と
し
て

造
ら
れ
た

｢道
｣
で
、
江
戸
と
東
金

一
郎

の
狩
地
を
結
び
、
沿
線
に
は
将
軍
専

用
の
休
憩
所
と
し
て
御
茶
屋
御
殿

(御
殿
町
)
な
ど
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
千
葉
市
の
歴
史
を
皆
さ
ん

に
も
味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
思

い
、
｢御
成
街
道
｣
の
歴
史
と
現
在

の
姿
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
御
成
街
道
の
歴
史

徳
川
家
康
が
生
涯
を
通
し
て
、
最

も
愛
好
し
た
道
楽
は
、
訓
練
し
た
鷹

を
野
山
に
放
ち
、
そ
の
鷹
に
野
鳥
を

捕
ま
え
さ
せ
る
と
い
う

｢鷹
狩
り
｣

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

御
成
街
道
は
慶
長
一
八
年

(
一
六

一
三
年
)
三
一月
、
家
康
が
東
金
へ

鷹
狩
り
に
出
か
け
る
た
め
に
造
ら
れ

ま
し
た
。
家
康
か
ら
命
を
受
け
た
老

中
佐
倉
藩
主
土
井
利
勝
は
船
橋
か
ら

東
金
ま
で
の
約
三
七
如
に
及
ぶ
沿
線

の
村
々
九
七
か
所
の
明
王
を
召
集
、

村
ご
と
に
工
事
区
分
を
分
担
さ
せ
、

農
民
を
動
員
し
、
昼
夜
兼
行
で
造
成

さ
れ
三
日
三
晩
で
完
成
を
み
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
別
名

｢
一
夜
街
道
｣
｢提
灯
街
道
｣
、
ま
た

家
康
の
名
を
と
っ
て

｢権
現
道
｣
と

も
呼
ば
れ
、
家
康
の
強
大
な
権
力
ぶ

り
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
下
総
台
地
の

分
水
嶺
を
西
南
に
ほ
ぼ
一
直
線
に
貫

く
御
成
街
道
の
道
幅
は
三
間

(約

五
･
五
m
)、
両
側
に
は
松
な
ど
が

植
え
ら
れ
、
小
川
に
は
橋
を
架
け
、

谷
間
に
は
土
手
を
造
り
、
家
康
の
休

憩
の
た
め
の
宿
泊
施
設
と
し
て
、
船

橋
市
本
町
四
丁
目
、
千
葉
市
若
葉
区

御
殿
町
、
千
葉
県
立
東
金
高
等
学
校

敷
地

(東
金
市
)
の
三
ヵ
所
に
御
殿

が
建
造
さ
れ
ま
し
た
。
御
成
街
道
の

よ
う
に
真
っ
直
ぐ
に
造
ら
れ
た
街
道

は
と
て
も
珍
し
く
北
海
道
の
一
部
を

除
い
て
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
御
成
街
道
は
沿
線
の
造
成

や
開
発
な
ど
で
一
部
寸
断
さ
れ
て
い

西から東から



れ
て
い
ま
す
。

◆
千
葉
市
内
の
沿
道
史
跡

御
成
街
道
に
関
す
る
文
化
財
は
多

数
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

千
葉
市
内
の
沿
道
史
跡
の
い
く
つ
か

る
と
こ
ろ
や
舗
装
さ
れ
た
箇
所
も
多

く
あ
り
ま
す
が
、
街
道
の
道
筋
が
ほ

ぼ
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
将

軍
の
御
成
り
は

｢徳
川
美
紀
｣
に
よ

る
と
、
家
康
が
二
回
、
秀
忠
が
一
〇

回
、
家
光
が
一
回
の
計
一
三
回
行
わ

を
紹
介
し
ま
す
。

お
た
さ
ご
ん
げ
ん

『御
滝
権
現
』

千
葉
市
稲
毛
区
長
沼
十
字
路
を

西
方
に
約
四
〇
0
m
入
っ
た
森
の

中
に
家
康
を
訛
っ
た
小
さ
な
祠
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
｢御
滝
権

現
｣
と
呼
ば
れ
、
古
く
は
こ
こ
に

小
さ
な
滝
が
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の

名
の
由
来
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
家
康
が
東
金
に
向
か
う
途

中
こ
こ
で
休
憩
し
、
こ
の
滝
の
水

で
喉
の
渇
き
を
癒
し
た
と
い
う
話

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
現
在
で
は
、
滝
の
形
跡
は
全

く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

(写

真
1
)。

も
と
か
ん
のん
ど
う

『元
観
音
堂
』

御
滝
権
現
の
近
く
に

｢元
観
音

堂
｣
が
あ
り
ま
す
。
三
代
将
軍
家

光
が
、
東
金
か
ら
の
帰
り
に
大
日

山
で
鷹
狩
り
を
し
、
こ
こ
で
愛
馬

が
傷
つ
い
て
死
ん
だ
た
め
、
こ
の

愛
馬
を
供
養
す
る
た
め
に
建
立
し

た
の
が
こ
の
堂
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
馬
が
家
光
の
身
代
わ

り
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら

成
東

酒
々
井

佐
倉

　
　

　
　
　

大
和
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湾
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｢身
代
観
音
｣
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。こ

の
堂
の
軒
下
に
は
、
石
で
造

ら
れ
た

"絵
馬
“
が
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
数
は
、
百
数
十
枚

に
も
の
ぼ
り
、最
も
古
い
も
の
は
、

文
久
年
間

(
一
八
六
一
~

-
八
六

三
年
)
の
も
の
も
あ
り
ま
す

(写

真
2
)。

『提
灯
壕
と
御
成
公
園
』

写真 3 提灯塚

千
葉
市
若
葉
区
千
城
台
東
の
御

成
街
道
の
両
側
に
、
高
さ
二
･
五

m
ほ
ど
の
土
盛
り
を
し
た

｢提
灯

塚
｣
と
よ
ば
れ
る
塚
が
見
ら
れ
ま

す
。標
高
三
七
m
の
地
点
で
あ
り
、

こ
の
付
近
で
は
最
も
高
い
と
こ
ろ

に
位
置
し
て
い
ま
す
。

街
道
の
造
成
の
と
き
に
、
直
線

を
定
め
る
た
め
に
、
昼
は
白
旗
、

夜
は
提
灯
を
掲
げ
、
こ
れ
を
目
標

に
し
な
が
ら
昼
夜
兼
行
で
工
事
が

行
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
御
成
街
道
に
八
ヵ
所
あ
っ
た

｢
一
里
塚
｣
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。御

成
街
道
の
一
里
塚
は
、
ほ
ぼ

四

･
七
紬
毎
の
等
間
隔
に
置
か

れ
、
塚
上
に
は
、
椎
、
松
な
ど
の

木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
残
念
な
こ
と
に
、
現
在
、
一

里
塚
と
し
て
の
原
形
を
残
し
て
い

る
の
は
、こ
の
提
灯
塚
だ
け
で
す
。

こ
の
塚
も
、
か
な
り
の
部
分
が
削

ら
れ
、
当
時
の
大
き
さ
の
半
分
ぐ

ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
塚

の
あ
る
一
帯
が
御
成
公
園
に
な
っ

て
お
り
、
公
園
内
に
は
、
か
つ
て
、

農
業
用
水
を
貯
水
し
た
池
が
あ
り

ま
す

(写
真
3
)。

『金
光
院
』

千
葉
市
若
葉
区
金
親
町
に
、
弘

法
大
師
作
と
伝
え
ら
れ
る
薬
師
如

来
を
本
尊
と
す
る

｢愛
染
山
金
光
院

延
命
寺
｣
が
あ
り

ま
す
。
宣
誓
呈
示
豊

,

山
派
の
名
刹
で
、

＼縦

正
応
二
年

(
-
二

′澱
皺

八
九
年
)
に
貞
成

さ褻
糠

上
人
に
よ
っ
て
開

さ
灘

基
さ
れ
ま
し
た
o

＼

&
灘

も
と
は
、
金
親
村

＼、

小
字
中
原
に
あ
り

祭
、

ま
し
た
が
、
天
文

鱗

二
〇
年

(
一
五
五

一
年
)
二
月
に
火

、

災
が
起
こ
り
、
全

山
が
焼
失
し
ま
し
た
。
千
葉
氏
の

重
臣
で
あ
っ
た
原
式
部
大
夫
胤
清

が
、
同
村
小
字
北
寺
山
の
山
林
二

〇
余
町
歩

(約
二
〇
如
)
を
寄
進

し
、
現
在
地
に
再
建
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

元
和
元
年

(
一
六
一
五
年
)
-

一
月
一
六
日
に
、
家
康
が
こ
の
寺

に
宿
泊
し
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
時

使
用
し
た
什
器

(家
具
類
)
や
着

物
、
庭
の
桜
を
ほ
め
た
た
え
た

｢御
手
掛
の
桜
｣
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
山
門
は
お
茶
屋
御
殿
の
裏

門
を
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す

(写
真
4
)。

『御
茶
屋
御
殿
跡
』

千
葉
市
若
葉
区
御
殿
町
に
残
る

家
康
の
休
憩
、
宿
泊
所
で
す
。
か

つ
て
の
地
名
は
千
葉
郡
仲
田
村
大

字
宇
津
志
野
と
い
い
、
船
橋
と
東

金
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
ま
す
。

｢御
茶
屋
御
殿
｣
の
敷
地
は
、
街 写真 4 金光院



道
か
ら
一
八
0
m
入
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
り
、
現
在
、
周
囲
に
は
、
幅

五

･
四

m
、
深
さ
二

･
四

m
の
空

堀
と
幅
六
,
五
m
、
高
さ
二

･
二

m
の
土
塁
の
跡
が
残
っ
て
い
ま

す
。御

殿
跡
地
内
か
ら
は
、
絵
図
や

図
面
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
内
部
に
ど
の
よ
う
な
建
物
が

建
て
ら
れ
て
い
た
の
か
正
確
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

二
年
一
〇
月
か
ら
の
発
掘
調
査
に

よ
り
、
番
所
が
四
ヵ
所
、
御
玄
関
、

御
広
間
、
御
主
殿
、
御
休
憩
所
、

大
長
屋
、
御
厩
、
御
鷹
部
屋
、
井

戸
な
ど
の
跡
が
発
見
さ
れ
、
ほ
ぼ

そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す

(写
真
5
)。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

｢千
城
台
駅
｣
下

車
徒
歩
一
〇
分
の
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー

ト
で
す
。
行
程
は
、
千
城
台
南
一
丁

目
~
御
成
街
道

･
御
成
公
園
･
提
灯

塚
~
高
札
場
跡
~
金
光
院
~
御
茶
屋

御
殿
ま
で
の
約
三
･
四
如
、
徒
歩
一

時
間
の
コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス

で
は
、
古
道
と
し
て
の
面
影
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う

一
つ
は
、
｢大
仏
と
開
拓
地

コ
ー
ス
｣
で
、
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
｢千
葉
県
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前
｣

下
車
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
行
程
は
、

千
葉
県
総
合
運
動
場
~
元
観
音
堂
~

御
滝
権
現
~
長
沼
原
開
拓
神
社
,長

沼
原
開
拓
碑
~
駒
形
観
音
堂
~
島
田

家
長
屋
門
ま
で
の
約
六
･
一
蹴
、
徒

歩
一
時
間
一
人
分
の
コ
ー
ス
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
徐
々
に
暖
か
く
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
千
葉
市
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
古
道

｢御
成
街

道
｣
を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
沿
道
に
は
、
と
っ
て
も

美
味
し
い
お
蕎
麦
屋
さ
ん
や
野
菜
の

直
売
店
が
あ
り
ま
す
よ
。

◆
御
成
街
道
の
そ
の
後

御
成
街
道
は
、
歴
史
的
な
面
影
を

残
す

｢道
｣
で
あ
る
と
同
時
に
、
千

葉
市
内
の
主
要
な
幹
線
道
路
で
も
あ

り
ま
す
。
一
般
国
道
一
六
号
、
五
一

号
を
は
じ
め
、
主
要
地
方
道
三
路
線

(千
葉
鎌
ヶ
谷
松
戸
線
、
千
葉
鎌
ヶ

谷
印
西
線
、
浜
野
四
街
道
長
沼
線
)

な
ど
と
交
差
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

結
ぶ
た
め
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
街

道
脇
に
は
、
当
時
の
雰
囲
気

を
う
か
が
わ
せ
る
街
の
面
影

を
残
し
た
長
屋
門
(写
真
6
)

総翼
腰
熟

な
ど
が
保
存
さ
れ
て
お
り
･

榊
製

歴
史
的
景
観
を
損
な
わ
な
い

潔＼総

よ
う
に
す
る
こ
と
も
整
備
の

　　　　
、

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

写真 6 現在の金親町

◆
御
成
街
道
を
散
策

千
葉
市
で
は
、
二
0
の
散

歩
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
ま

す
が
、
御
成
街
道
を
通
る
コ

ー
ス
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
つ
は
、
｢御
成
街
道
コ

ー
ス
｣
が
あ
り
ま
す
。
千
葉

写真5 御茶屋御殿跡

　　 　　　　

　　　　
　　　

　　　

　　 　 　　　　

写真提供 :千葉市教育センター



人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

;
川
崎
駅
東
口
駅
前
広
場
平
面
横
断
化
社
会
実
験
5

川
崎
市
ま
ち
づ
く
り
局
総
務
部
企
画
課
主
査

松
元

信
一

螂

は
じ
め
に

川
崎
駅
周
辺
地
区
は
、
東
京

･
横
浜
に
近
接
す
る
地
理

的
優
位
性
が
高
く
、
J
R
川
崎
駅
、
京
急
川
崎
駅
の
二
つ

の
駅
を
有
し
市
内
最
大
の
駅
利
用
客
数
を
誇
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、川
崎
市
の
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、

首
都
圏
に
お
け
る
交
通
利
便
性
の
高
い
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
と
し
て
の
役
割
な
ど
を
踏
ま
え
、
広
域
的
な
拠
点
地
区

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

地
区
の
概
況
と
し
て
は
、
J
R
川
崎
駅
を
中
心
に
大
き

く
東
西
両
地
区
に
分
け
ら
れ
る
。
東
口
地
区
は
、
駅
前
広

場
に
近
接
す
る
大
規
模
商
業
施
設
、
駅
周
辺
の
商
店
街
や

市
役
所
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
、
公
益
施
設
、
中
枢
業
務

施
設
な
ど
が
立
地
し
て
お
り
、
ま
さ
に
本
市
の
玄
関
口
と

し
て
、
都
市
機
能
が
集
積
し
た
界
隈
性
の
あ
る
地
区
で
あ

る
。西

口
地
区
は
、
古
く
か
ら
住
宅
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て

い
た
が
、
近
年
、
駅
至
近
の
大
規
模
工
場
跡
地
等
の
開
発

事
業
に
よ
り
、
音
楽
の
ま
ち
を
推
進
す
る

｢ミ
ュ
ー
ザ
川

崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
｣
の
整
備
と
合
わ
せ
て
、
商
業
、

文
化
、
芸
術
施
設
な
ど
が
融
合
し
た

｢
ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
｣

が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
川
崎
の
新
た
な
顔
づ
く
り
が
進
展

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
権
を
活
か
し
た
拠
点
形
成
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、川
崎
駅
東
口
駅
前
広
場
に
つ
い
て
は
、

約
二
〇
年
前
の
昭
和
六
一
年
に
地
下
街

｢ア
ゼ
リ
ア
｣
と

と
も
に
整
備
さ
れ
た
が
、
地
上
部
分
は
、
主
に
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
自
動
車
が
利
用
し
、
歩
行
者
は
主
に
地
下

街
を
通
行
す
る
と
い
う
、
安
全
性
を
第
一
に
自
動
車
と
歩

行
者
の
通
行
を
分
離
す
る
考
え
方
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
社
会
環
境

の
変
化
と
と
も
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
輻
輳
す
る
歩
行

者
通
行
の
円
滑
化
の
要
請
が
強
く
な
り
、
さ
ら
に
、
西
口

地
区
の
開
発
事
業
の
進
展
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
東

西
両
地
区
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
往
来
な
ど
を
求
め
る
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
本
市
で
は
、
川

崎
駅
周
辺
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
中
の
主
要
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
東
口
駅
前
広
場

の
再
編
を
位
置
付
け
る
た
め
に
は
、
事
前
に
駅
前
周
辺
に

お
け
る
自
動
車
、
歩
行
者
交
通
量
等
へ
の
影
響
の
検
証
や



図 1 川崎駅東口概要図

三

社
会
実
験
の
概
要

川
崎
駅
東
口
駅
前
広
場
に
お
け
る
現
況
と
課
題

東
口
駅
前
広
場
は
、
中
央
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
タ
ク

シ
ー
乗
降
場
を
有
し
、
バ
ス
利
用
者
数
は
、
約
八
五
、
0

市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
、
今
後
の
再
編
整
備
に
向
け

た
基
本
的
な
方
向
性
を
確
認
し
た
上
で
、
整
備
計
画
へ
の

反
映
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
一
環
と
し
て
、

川
崎
駅
東
口
駅
前
広
場
平
面
横
断
化
社
会
実
験
を
実
施
し

た
も
の
で
あ
る

(図
1
、
写
真
ー
)
。

シ 1 た 川 反 た
　 　 　 　 　 　 　 数ぜメ邊露

　　　　　　　　　　

写真 l 川崎駅東口駅前広場

“ 道行セ 2007,2



0
0
人
/
日
、
バ
ス
発
着
本
数
は
約
三
、
0
0
0
本
/
日

②

駅
前
広
場
内
に
お
い
て
は
、
歩
行
者
通
路
幅
員
が

面
横
断
化
の
実
現
可
能
性
の
検
証
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ

と
市
域
南
部
、
臨
海
部
方
面
な
ど
へ
向
う
バ
ス
路
線
の
起

"
い

折
べ

士
し
、
璽

沢
リ

ヱ
ど

こ

、
沢
月

日

U
首

功

涌
テ

…
′

'

終
点
で
あ
り
、
市
内
最
大
の
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
。

平
成
一
九
年
四
月
に
は
、
西
口
地
区
に
新
た
な
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル

(西
口
第
一
駅
前
広
場
)
が
完
成
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
東
口
に
乗
り
入
れ
て
い
る
幸

区
･
中
原
区
方
面
行
き
の
バ
ス
系
統

(六
バ
ー
ス
)
が
西

口
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
移
転
を
契
機

と
し
て
、
東
口
駅
前
広
場
全
体
の
再
編
整
備
を
推
進
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

川
崎
駅
東
口
駅
前
広
場
に
お
け
る
主
な
課
題
は
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

①

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
七
つ
の
島
構
造
に
な
っ
て

お
り
、
バ
ス
停
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
地
下
街
を
経
由

し
て
主
に
階
段
を
利
用
し
、
バ
ス
停
へ
向
う
動
線
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
下
街
と
バ
ス
停

を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

一
ヵ
所
し
か
な
く
、
そ

の
他
六
つ
の
島
に
は
対
応
が
図
ら
れ
て
い
な
い
。
な

お
、
地
上
部
か
ら
の
身
体
障
害
者
等
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
へ
の
移
動
手
段
と
し
て
、
係
員
の
対
応
に
よ
り

横
断
指
導
線
を
利
用
し
、
バ
ス
停
に
行
く
こ
と
は
可

能
で
は
あ
る
が
、緊
急
時
に
お
け
る
対
応
が
困
難
で
、

事
実
上
機
能
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
階
段
に
よ
る
高
低

差
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

狭
い
箇
所
が
存
在
し
、
買
物
客
や
駅
利
用
者
な
ど
の

往
来
が
輻
輳
し
て
い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
、
あ
わ

せ
て
、放
置
自
転
車
が
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
お
り
、

安
全
で
円
滑
な
歩
行
空
間
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。ま

た
、
駅
か
ら
市
街
地
側
商
店
街
へ
向
う
場
合
に

も
主
に
地
下
街
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

地
上
部
で
は
、
駅
前
の
二
つ
の
交
差
点
し
か
な
い
。

こ
の
た
め
、
中
央
部
分
の
最
短
距
離
で
駅
前
の
道
路

を
乱
横
断
す
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。

③

西
口
地
区
の

｢ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
｣
の
オ
ー
プ
ン
に

よ
り
、
駅
周
辺
の
往
来
客
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
駅

東
西
両
地
区
を
結
ぶ
、
歩
行
者
動
線
に
つ
い
て
よ
り

一
層
の
利
便
性
･
回
遊
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い

る
0

④

駅
前
道
路
で
は
、
違
法
駐
車
、
荷
捌
き
車
の
一
時

停
車
等
に
よ
り
、
円
滑
な
自
動
車
連
行
が
妨
げ
ら
れ

て
お
り
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
公
共
交
通
機
関
の
定

時
性
の
確
保
や
駅
前
周
辺
に
お
け
る
交
通
環
境
の
改

善
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

2

社
会
実
験
の
目
的

駅
前
広
場
に
お
け
る
課
題
を
踏
ま
え
、
東
口
駅
前
広
場

全
体
の
再
編
検
討
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
整
備
方
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
駅
前
広
場
前
道
路
の
中
央
部
に
お
け
る
平

の
た
め
、
駅
前
広
場
前
道
路
の
自
動
車
通
行
を
遮
断
し
た

場
合
に
お
け
る
自
動
車
交
通
流
動
へ
の
影
響
と
あ
わ
せ
二

四
時
間
歩
行
者
通
行
を
可
能
と
し
た
場
合
の
歩
行
者
通
行

の
変
化
等
を
把
握
、
分
析
す
る
た
め
、
歩
行
者
に
よ
る
平

面
横
断
化
の
社
会
実
験
を
実
施
し
た
。

3

実
施
概
要

(図
2
)

の

実
施
期
間

平
成
一
七
年
一
一
月
三
一日

(土
)
~
三

月
一
五
日

(火
)
の
四
日
間
。

②
実
施
方
法

･
実
施
期
間
中
、
歩
行
者
通
路
が
な
い
東
口
駅
前
広
場

中
央
部
に
仮
設
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
、
二
四

時
間
歩
行
者
通
行
を
可
能
と
す
る
歩
行
者
通
路
を
確

保
す
る
。

･
駅
前
道
路
を
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
る
一
般
車
を
通
行

止
め
に
し
、
周
辺
道
路
へ
の
迂
回
交
通
の
影
響
、
地

上
部
及
び
地
下
街
通
路
の
歩
行
者
等
の
通
行
量
及
び

公
共
交
通
車
両
等
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
。
基
本
的

に
は
、
実
験
前
の
現
況
と
実
験
中
の
平
日
、
休
日
の

朝
七
時
か
ら
一
九
時
ま
で
の
一
二
時
間
、
自
動
車
交

通
量
調
査
を
実
施
し
た
。

･
東
口
駅
周
辺
利
用
者
、
商
業
者
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
。



③

実
施
環
境
の
整
備

･
川
崎
市
が
実
施
主
体
と
な
り
、
学
識
者
、
市
民
、
公

共
交
通
事
業
者
、
商
業
者
等
で
構
成
す
る
川
崎
駅
周

辺
総
合
整
備
計
画
策
定
協
議
会
が
参
加
協
力
。

･
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
交
通
管
理
者
の
協
力
を
得
る

と
と
も
に
、
交
通
誘
導
員
の
安
全
指
導
の
徹
底
を
図

っ
た
。
ま
た
、
実
施
に
あ
た
り
支
障
と
な
る
駅
周
辺

の
放
置
自
転
車
対
策
、
交
通
安
全
対
策
、
違
法
駐
車

規
制
誘
導
等
の
対
策
を
講
じ
実
施
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
実
施
期
間
中
は
二
四
時
間
体
制
で
ク
レ
ー

ム
等
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
の
体
制
を
整
え
た
。

･
実
施
の
約
三
週
間
前
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
駅
周
辺

通
行
者
な
ど
へ
の
事
前
周
知
開
始

(市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
市
政
だ
よ
り
、
事
前
周
知
看
板
、
横
断
幕
の
設

置
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
配
布
等
、
様
々
な
情
報
媒

体
を
活
用
し
周
知
を
図
っ
た
)。

　　
′
白
]

歩行者通路の設置鬮
馨
…

面
の歩行者通路の

設置、平面横断

でL
⑩

剛
⑬ ⑬

]== ｣)

幸三時 実験による新たな歩行者動線
叫…“現在の歩行者動線 (変更なし)

f n
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3 ①

　　 　
1 i fo 9

京浜急行線急
1

,

.

浜

.

京

…

l

⑰

…

4

実
験
結
果

印

自
動
車
交
通
へ
の
影
響

(図
3
)

･
実
験
中
、
主
要
交
差
点
に
お
け
る
交
通
混
雑
な
ど
の

目
立
っ
た
影
響
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
迂
回
車
両
の

増
加
に
よ
り
、
通
常
以
上
の
混
雑
が
見
ら
れ
た
箇
所

栩

が
発
生
し
た
が
、
信
号
現
示
の
変
更
に
よ
り
解
消
さ

2

れ
た
o

鉈

ま
た
、
別
の
箇
所
で
は
、
迂
回
車
両
に
よ
る
混
雑
を
想

描

定
し
、
違
法
駐
車
の
取
締
り
を
実
施
し
て
い
た
た
め
、

“

図 2 社会実験概要

JR川崎駅



蘂

灘
灘

　
　　
　　

写真 2 平面横断歩行者通路

渋
滞
等
に
よ
る
交
差
点
の
影
響
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

･
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
般
車
両
を
通
行
止
め
に

し
た
駅
前
道
路
に
お
い
て
、
荷
捌
き
車
両
や
客
待
ち

タ
ク
シ
ー
の
駐
停
車
の
取
締
り
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
連
行
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、

比
較
的
円
滑
な
連
行
が
確
保
さ
れ
た
。

②

歩
行
者
交
通
へ
の
影
響

(写
真
2
)

･
平
面
横
断
歩
行
者
通
路
の
利
用
者
は
、
川
崎
駅
東
西

自
由
通
路
利
用
者
の
う
ち
三
~
五
%
で
あ
っ
た
。

･
歩
行
者
通
路
を
利
用
し
な
か
っ
た
人
の
六
七
%
が
社

会
実
験
を

｢知
ら
な
か
っ
た
｣
と
回
答
、
さ
ら
に
そ

の
う
ち
六
割
が

｢事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば
歩
行
者
通

路
を
利
用
し
た
｣
と
回
答
し
た
。
社
会
実
験
の
周
知

が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

･
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
歩
行
者
通
路
を
利

用
し
た
人
の
九

一
%
、
利
用
し
な
か
っ
た
人
の
八

七
%
が
実
験
に
賛
成
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は

｢駅

が
近
く
な
る
｣
、
｢階
段
を
使
わ
な
く
て
済
む
｣
が
多

か
っ
た
。

③

商
業
者
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
意
見

･
東
口
駅
前
広
場
周
辺
の
商
業
者
へ
の
調
査
で
は
、
周

辺
の
人
通
り
や
店
の
利
用
者
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と

の
回
答
が
全
体
の
八
割
程
度
で
あ
っ
た
。
駅
前
道
路

を
横
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
提
案
の
間
に
対
し
て
、

五
七
%
の
賛
同
を
得
た
。
一
部
来
店
者
が
減
る
こ
と

へ
の
懸
念
や
迂
回
車
両
に
よ
る
渋
滞
を
懸
念
す
る
意



見
も
あ
っ
た
。

東
口
駅
前
広
場
を
利
用
す
る
公
共
交
通
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
調
査
で
は
、
実
験
内
容
に
つ
い
て
半
数
以
上
の

賛
同
を
得
た
。
ス
ム
ー
ズ
な
連
行
や
歩
車
分
離
の
取

組
み
が
評
価
さ
れ
る
一
方
、
車
道
を
横
断
す
る
歩
行

者
の
増
加
を
懸
念
す
る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

5

実
験
後
の
展
開

社
会
実
験
結
果
か
ら
、
実
験
現
場
に
お
け
る
視
認
性
の

悪
さ
や
周
知
の
不
足
な
ど
か
ら
、
歩
行
者
通
路
の
利
用
割

合
は
低
か
っ
た
も
の
の
、
安
全
な
歩
行
空
間
確
保
を
求
め

る
来
街
者
意
見
が
多
数
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、

自
動
車
交
通
に
お
い
て
は
、
車
両
通
行
規
制
に
よ
る
周
辺

道
路
へ
の
大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
社
会
実
験
の
実
施
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た

課
題
と
し
て
、
歩
行
者
通
行
で
は
、
歩
道
が
違
法
駐
輪
に

よ
る
影
響
な
ど
か
ら
混
雑
し
て
い
た
こ
と
や
平
面
横
断
通

路
の
視
認
性
が
悪
く
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
、
ま
た
、
自
動
車
交
通
に
お
い
て
は
、
一
般
送
迎

車
等
の
迂
回
に
よ
り
、
駅
周
辺
の
駐
車
場
ア
ク
セ
ス
に
不

便
を
き
た
し
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
平
成
一
人
年
四
月
に
策
定
し
た

｢川
崎

駅
周
辺
総
合
整
備
計
画
｣
に
東
口
駅
前
広
場
の
再
編
を
位

置
付
け
、
駅
前
道
路
の
遮
断
に
よ
る
平
面
横
断
化
の
検
討

を
行
う
も
の
と
し
、
駅
前
広
場
の
再
編
に
あ
た
っ
て
は
、

改
良
に
か
か
る
構
造
等
技
術
的
な
検
証
と
実
験
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
へ
の
対
応

と
あ
わ
せ
、平
成
一
人
年
度
に
は
、

川
崎
駅
東
口
駅
前
広
場
再
編
整
備

計
画
の
策
定
検
討
を
進
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。

三

お
わ
り
に

現
在
、
社
会
実
験
で
得
ら
れ
た

成
果
を
も
と
に
川
崎
駅
東
口
駅
前

広
場
再
編
の
絵
姿
を
示
す
整
備
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る

(図
4
)。

今
後
、
具
体
的
な
整
備
に
向
け

て
、
川
崎
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
賑
わ
い
と
ゆ
と
り
あ
る
駅
前

広
場
、
誰
も
が
わ
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
、
さ
ら
に
、
安

全

･
安
心
に
か
つ
快
適
に
移
動
で

き
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
図
ら
れ
た

駅
前
広
場
な
ど
、
四
つ
の
整
備
方

針
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
先
の
あ

る
べ
き
社
会
を
見
据
え

｢人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
｣
の
実
現
に

向
け
た
川
崎
駅
東
口
駅
前
広
場
の

再
編
整
備
を
進
め
、
平
成
二
二
年

度
ま
で
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
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